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富友会　幹事長　　井上　保（高20回）

　今年１月、富友会で富士高の校庭に戸塚洋二先生（高校12回卒）の顕彰碑を建てることが出来た。
2015年梶田隆章先生（2002年にノーベル賞を受賞した小柴先生の門下生。戸塚先生は兄弟子にあ
たる）がノーベル賞受賞の際「戸塚先生と共同受賞したかった」と話され戸塚先生の功績の偉大さ
が改めて注目され顕彰事業が企画された。
　いざ具体化となると資金の手当、建設場所の確保、碑文の依頼など課題は多く、最初は気が重かっ
た。ところが動き出すと実に快調にことが進んで行った。
　資金集め。会長自らが富士宮支部総会で正に「襷掛け」で募金箱をもって会場内を歩き気分を盛
り上げた。戸塚先生の同期の皆さんの集金力も凄かった。目標額の200万円に対し、すぐにその半
分程集めてくれた。先生の部活（剣道部）の先輩も写真を提供してくれたり募金に協力してくれたり。
休眠していた吉原支部も動きだし、富士・鷹岡・東京…と協力が続いた。全体総会の当番年次も奮
闘して余剰金を寄付してくれた。さらにこの企画が新聞に載ると「先生とはご縁があったので協力
したい」との問合せもあった。
　建設場所の確保。富士高の校庭。県の管理も厳しく個人の顕彰碑は難しいかと悩ましかった。「事
業主体」や「財源」などいかめしい字面の並ぶ資料を整え、総会での議決を株主総会の議事録を真
似て作成し添付した。書類の不備が指摘されたり変更を求められたりと心配したが、結果期待通り
の正門正面の場所に建てることが出来た。
　こうした経過の中で気づいたことは戸塚先生の『顔の広さ』だ。正直私はNHKテレビで見た癌に
冒されながらも自らの体の状態を冷徹に見つめる科学者然とした先生の姿しか知らなかったから研
究室に籠りきりで表には出ることのない人と思い込んでいた。ところが地元にも県にも、必要なと
き理解して応えてもらえる関係をしっかりと築かれていた。
　戸塚先生の奥様が「内気で目立つことが苦手の人だった」「それが変わったのはリーダーとなって
予算獲得しなくてはならない立場に立ってから」と話されていた。
　先生たちの研究施設「スーパーカミオカンデ」の紹介には「岐阜県の山の中、地下1千メートル
の所に５万トンの水を貯め」「250キロ離れた筑波にある施設からニュートリノビームを射ち込む」
などとある。実に壮大だ。その建設予算は莫大で、その獲得の苦労はとてつもなく大きいに違いない。
しかも予算獲得には多くの研究者がしのぎを削っている。梶田先生の研究室を訪問する機会があっ
たがキャンパスにはいくつもの研究室が並んでいた。
　一般的に経済的効果といった尺度にとらわれて、科学者の飽くなき知的好奇心を理解し応援する
ことなど難しいと思う。そんな中、戸塚先生は研究に対する理解を求め懸命に世間に働きかけ関係
を築かれてきたのだろう。
　そのお陰で顕彰事業は順調に進めることが出来た、そんな思いを強くした。皆様のご協力に感謝
申し上げるとともに戸塚先生の努力に敬意を表する次第である。

巻　頭　言
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　富友会28年度総会で決定された戸塚洋二先生顕彰事業、同窓生始め関係各位のご協力を
いただき平成29年１月９日に顕彰碑除幕式を行うことができました。改めて報告するとと
もに本事業に寄せられた方々のお気持ちに同窓会長としてお礼申しあげます。そして事業
資金募金の際には戸塚先生の同級生である高12回の方々の厚い思いには特段の敬意を表し
たいと思います。また県教委からの設置許可をとる事始めとしての諸々について学校側の
尽力についても皆様方にお伝えするところです。
　さて、本寄稿のタイトルは富士高新聞記事見出しを使わせてもらいました。在校生の皆
さんもこの顕彰事業の意図するところ、すなわち｟次の世代に戸塚先生の功績を伝えたいた
めに顕彰碑建立｠を充分理解しての編集であったことを嬉しく思うところです。特にノーベ
ル物理学受賞者梶田先生へのインタビューからは「戸塚先生にお世話になったこと・高校
生の時に文理問わず、広くいろんなことを学んでほしい」ということばを聞き、戸塚先生
夫人裕子様へのインタビューからは「梶田教授のノーベル賞受賞を知ったときは、皆で一
丸となってやってきた研究が高く評価されたと思い、私はこの上ない喜びでした。富士高
の玄関前の一番いいところ立派な顕彰碑ができ、本当に光栄に思っています。生徒の皆さ
んには、科学に身をささげた人がいたことを知って、夫のように目の前のことに一生懸命
になってほしいですね」ということばを聞いたことを書いてありました。（※お二人の言葉
いずれも冨士高新聞からの一部を私が抜粋したものです）除幕式のことを付け加えますが
司会を在校生が務めてくれました。式挨拶の中には在校生代表もありました。そして校歌
斉唱の際には応援団の出演・・・在校生の活躍に顕彰碑の中から戸塚先生が優しいまなざ
しで母校富士高そして後輩たちを想ってくださるだろうと、私は感激を新たにいたしました。
　さて、顕彰事業の波及効果？といってはいかがかと思いますが（笑）　長らく休眠状態に
あった吉原支部が陣容新たに支部活動を再開できたこと、喜びに堪えません。富友会員で
ある吉原地区選出富士市議の方々が発起になり、戸塚先生が穆清中学出身であるのに吉原
支部が休眠であるのは名折れだ、と呼びかけに奔走してくれてのことです。昨年５月準備会
を経て10月支部総会が開催され120名参加の大盛会はまことに同慶のいたりでありました。

　「�大宇宙は数限りないニュートリノを住まわせるが大宇宙の中でニュートリノが果たして
いる役割はその片鱗さえ分かっていない　　　　	 戸塚洋二」　

　「�戸塚先生のおかげで世界に誇るスーパーカミオカンデを使って研究ができ、成果をあげ
ることができました。戸塚先生とともに共同受賞したかったと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 ノーベル物理学受賞者　梶田隆章」

　 二つの言葉、富士高に新たな歴史を刻みそして未来を拓くものと受け止めています。

先輩に続け　戸塚先生の偉業に学べ
～富士高新聞第250号～

富友会　会長　小室　直義（高19回）
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　富友会の皆様には、平素本校の教育活動に温かい御支援･御協力をいただいておりますことに改め
て感謝申し上げます。お蔭様をもちまして、昨年度の現役生徒は、部活動では山岳部女子のインター
ハイ初出場にして初優勝、女子ハンドボール部の創部20年目にしての初出場をはじめ、多くの活躍が
ありました。進学実績でも久々に東京大学に５名の現役合格者が出るなど、地域の人材を預かる高校
としての責任を果たすことができたのではないかと思っております。詳しくは、この会誌に掲載され
ると思いますので、そちらを御参照ください。
　昨年度の富友会による御支援としては、まず、本校の玄関横に設置された故戸塚洋二先生の顕彰碑
の建立が上げられると思います。１月９日には、戸塚裕子令夫人、ノーベル物理学賞受賞者・梶田隆
章先生、小室直義富友会会長、小長井義正富士市長はじめ、多数の皆様の御列席をいただき、盛大に
除幕式が開催されました。ここで申し上げるまでもなく、戸塚先生は、素粒子物理学の分野において
理論体系を深められたとともに、スーパーカミオカンデという巨大な実験施設を率いられ、ニュート
リノに質量があることを世界ではじめて示されました。先生の残された偉大な足跡は、世界的にも称
賛、評価されているところでありますが、この御業績を、先生が高校時代をお過ごしになった母校に
おいて改めて顕彰していくことは、大変意義深いことと思っております。
　顕彰碑には、戸塚先生の「大宇宙は数限りないニュートリノを住まわせるが　大宇宙の中でニュー
トリノが果たしている役割はその片鱗さへ分かっていない」という言葉が刻まれています。先生の学
問の基礎を培った場と言える母校の地で現在学んでいる生徒たちが、この碑を目にし、先生が成し遂
げられた偉大な成果を心に留め、先生の志を次代に引き継ぐという思いを立ててほしいと願うところ
です。今年の入学式では、式辞でこの碑のことを紹介したせいでしょうか、式後には顕彰碑の前で記
念撮影をしている御家族の姿も見られました。
　１月９日には、富士市の主催による梶田隆章先生の講演会も実施されました。その講演の中で梶田
先生が話された戸塚先生のエピソードで印象に残ったことがあります。スーパーカミオカンデでは
2001年に大規模事故が発生し、光電子増倍管の半分以上が失われました。皆が呆然とする中、戸塚先
生が現場に駆けつけ、必ず再建するとその場で宣言されたそうです。本当に厳しい状況下、絶望に陥
りそうになる集団を再起に向けて奮起させたエネルギーとリーダーシップ。それがなければその後の
スーパーカミオカンデはなかっただろうと話されました。
　戸塚先生の学問的業績はもちろんですが、このような研究に対する情熱の基礎も高校時代に培われ
たのではないかと思います。改めて本校の伝統、校訓の意味をかみ締めながら、戸塚先生に次ぐ人材
を養成すべく、教育活動に励みたいと思います。御支援のほど、よろしくお願いいたします。

戸塚洋二先生の志を継ぐ

校　長　杉山　洋一
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高
校
演
劇
の
壁
を
破
り
、
め
ず
ら
し
い
、
高
校
演
劇

と
な
り
ま
し
た
。

　

急
速
に
男
女
間
が
接
近
し
て
、
男
子
の
バ
ン
カ
ラ

も
薄
れ
、
身
だ
し
な
み
に
も
気
を
つ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
富
士
高
校
に
女
子
生
徒
が
数

人
転
入
す
る
こ
と
も
あ
り
、
女
生
徒
た
ち
に
対
す
る

言
葉
使
い
に
も
、
特
に
気
を
つ
け
て
接
し
て
い
る
よ

う
で
、
先
生
方
も
、
苦
笑
し
て
い
ま
し
た
。

　

青
春
時
代
は
、
何
年
た
っ
て
も
懐
か
し
く
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
霊
峰
富
嶽

　
　
　
　
　
　
　
　
小

　
山

　
忠

　
男

（
高
四
回
）

　

郷
里
を
離
れ
、
東
京
に
移
り
住
ん
で
六
十
有
余
年
、

時
折
新
幹
線
を
利
用
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
何
と

い
っ
て
も
最
大
の
関
心
事
は
、
車
窓
か
ら
の
富
士
の

眺
め
で
あ
る
。
天
候
の
関
係
で
、
い
つ
も
見
ら
れ
る

と
は
限
ら
な
い
が
、
運
良
く
見
ら
れ
た
時
は
、
あ
ゝ

良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
、
幸
せ
な
感
じ
に
包
ま
れ

る
。

　

私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
藤
枝
で
、
高
二
の
時
に

父
の
転
勤
の
関
係
で
、
藤
枝
東
高
か
ら
富
士
高
に
転

じ
、
卒
業
ま
で
二
年
間
お
世
話
に
あ
ず
か
っ
た
。

　

こ
ち
ら
に
移
っ
て
、
圧
倒
的
な
思
い
を
し
た
の
は
、

日
々
校
庭
か
ら
真
近
か
に
仰
ぐ
霊
峰
富
士
の
秀
麗
に

し
て
気
高
い
姿
で
あ
る
。
地
元
出
身
の
方
々
は
、
そ

れ
程
感
じ
ら
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
よ
そ
か
ら

来
た
者
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
心
を
奪
わ
れ
る
よ
う

な
絶
景
で
あ
っ
た
。

　

我
々
は
、
旧
制
中
学
校
最
後
の
入
学
者
で
あ
る
が
、

入
学
早
々
の
国
語
の
教
科
書
に
万
葉
集
を
と
り
上
げ

た
箇
所
が
あ
り
、
特
に
感
銘
深
か
っ
た
の
が
「
天あ

め
つ
ち地

の
分
れ
し
時
ゆ　

神
さ
び
て
高
く
貴
き　

駿
河
な
る

富
士
の
高
嶺ね

を
…
…
」
の
長
歌
と
、
そ
れ
に
続
く
反

歌
「
田
子
の
浦
ゆ　

打
出
て
み
れ
ば　

真
白
に
ぞ　

富
士
の
高
嶺
に　

雪
は
降
り
け
る
」（
山
部
赤
人
。
新

古
今
集
や
百
人
一
首
で
は
、
一
部
表
現
が
変
え
ら
れ

て
い
る
。）
の
部
分
で
あ
る
。
共
に
、
高
く
貴
い
富
士

の
姿
を
格
調
高
く
歌
い
上
げ
た
秀
歌
で
あ
り
、
美
し

く
、
清
新
で
、
余
情
豊
か
な
印
象
を
与
え
ら
れ
た
。

　

万
葉
の
時
代
以
降
、
富
士
を
讃
え
る
歌
は
、
数
多

く
作
ら
れ
て
い
る
。
私
の
母
校
藤
枝
小
の
校
歌
は
、

一
番
が
「
紫
匂
う
藤
枝
の
…
」、
二
番
が
「
朝
日
輝
く

富
士
の
嶺ね

に
…
」
で
あ
り
、
少
年
の
頃
憧
れ
た
海
軍

兵
学
校
の
事
実
上
の
校
歌
「
江
田
島
健
児
の
歌
」
の

二
番
は
、「
玲れ

い
ろ
う瓏

聳そ
び

ゆ
る
東
海
の　

芙ふ

蓉よ
う

の
嶺
を
仰
ぎ

て
は
…
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

過
日
話
題
を
呼
ん
だ
森
友
学
園
の
幼
稚
園
児
達
が

歌
っ
て
い
た
「
愛
国
行
進
曲
」
の
一
番
は
、「
見
よ
東

海
の
空
明
け
て　

旭
日
高
く
輝
け
ば
…
お
お
清
朗
の

朝
雲
に　

聳
ゆ
る
富
士
の
姿
こ
そ
…
我
が
日
本
誇
り

な
れ
」
と
な
っ
て
い
る
。
詞
曲
共
に
秀
逸
な
名
曲
で
、

昭
和
十
年
代
前
半
の
国
内
の
高
揚
し
た
気
分
を
よ
く

表
し
て
い
る
。
先
行
き
不
透
明
な
閉
塞
感
漂
う
昨
今

の
世
の
中
、
皆
で
こ
の
歌
を
声
高
く
歌
っ
て
み
る
の

も
、
社
会
の
活
性
化
の
た
め
に
効
果
的
で
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。

　

数
年
前
、
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
の
件
で
世
論

が
に
ぎ
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
富
士
は
古
来
無
数

の
日
本
人
に
鑚
仰
さ
れ
、
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
き

た
偉
大
な
精
神
的
自
然
的
遺
産
で
あ
り
、
世
界
遺
産

の
水
準
を
超
え
た
い
わ
ば
「
超
遺
産
」
と
も
い
う
べ

き
存
在
で
あ
っ
て
、
今
更
登
録
が
ど
う
こ
う
と
い
う

次
元
の
事
柄
で
も
あ
る
ま
い
と
の
思
い
が
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

戦
後
、
日
本
人
は
、
占
領
政
策
の
影
響
も
あ
っ
て
、

万
事
に
自
信
を
な
く
し
、
自
主
独
立
の
気
概
を
失
っ

て
、
必
要
以
上
に
他
国
の
意
向
や
評
価
を
気
に
か
け

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
戦
い
に
敗
れ
た
の
は

軍
事
力
や
経
済
力
の
面
で
は
あ
っ
て
も
、
精
神
や
文

化
の
面
で
負
け
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
が
、
こ
の

喪
失
感
は
今
で
も
続
き
、
例
え
ば
放
送
番
組
名
で
、

「
ニ
ュ
ー
ス
・
セ
ブ
ン
」、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ヒ
ス
ト

リ
ー
」、「
プ
ラ
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
ス
」、「
ア
ニ
マ
ル
・

ラ
イ
フ
」
等
々
、
一
体
ど
こ
の
国
の
話
し
か
と
耳
目

を
疑
う
ば
か
り
の
片
仮
名
の
氾
濫
で
あ
る
。
日
本
人

と
し
て
の
同
一
性
を
保
ち
、
日
本
文
化
の
母
た
る
日

本
語
が
社
会
の
あ
ち
こ
ち
で
軽
視
さ
れ
、
な
い
が
し

ろ
に
さ
れ
て
い
く
光
景
は
、
誠
に
情
け
な
く
、
腹
立

た
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

世
相
へ
の
感
慨
は
さ
て
お
き
、
我
々
同
窓
生
に

と
っ
て
、
多
感
な
青
春
の
貴
重
な
一
時
期
を
大
富
士

の
麓
で
過
ご
す
こ
と
の
で
き
た
こ
と
は
、
誠
に
幸
運

で
あ
っ
た
。

　

学
窓
の
な
つ
か
し
い
思
い
出
を
胸
に
、
卒
業
後
も

脈
々
と
続
く
友
情
の
も
と
、
高
四
回
生
は
、
こ
の
齢

に
し
て
な
お
年
に
一
度
グ
ラ
ン
ド
富
士
に
集
う
。
一



─ 8 ─

年
ぶ
り
に
再
会
す
る
や
、「
よ
お
っ
！
元
気
か
」
と
握

手
を
交
わ
し
、
互
い
に
元
気
百
倍
。
開
会
冒
頭
、
録

音
テ
ー
プ
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、
校
歌
「
霊
峰
富
嶽

の
…
」
を
声
高
ら
か
に
斉
唱
、
こ
れ
で
更
に
元
気
が

倍
増
す
る
。我
等
は
常
に
富
嶽
と
共
に
あ
り
、で
あ
る
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
菊

　
池

　
玲

　
子

（
高
五
回
）

　

私
の
健
康
の
原
点
は
昭
和
十
六
年
戦
争
が
始
ま
っ

た
頃
か
ら
昭
和
二
十
年
八
月
終
戦
ま
で
の
五
年
近
く

住
ん
だ
興
津
町
清
見
寺
小
学
校
（
国
民
学
校
）
時
代

を
過
ご
し
た
海
と
山
の
間
に
あ
る
小
さ
な
町
で
す
。

静
か
で
温
暖
な
美
し
い
細
長
い
町
で
の
生
活
が
根
底

に
あ
り
ま
す
。
食
糧
も
戦
争
中
の
た
め
不
足
し
て
、

さ
つ
ま
芋
三
本
と
言
う
日
も
あ
り
ま
し
た
が
ひ
も
じ

い
と
言
う
感
じ
は
し
な
か
っ
た
。
白
糸
で
生
ま
れ
て

三
和
村
、
小
河
内
、
興
津
と
富
士
と
父
が
教
職
に
つ

い
て
い
た
の
で
転
居
が
多
か
っ
た
為
幼
な
じ
み
は
少

な
い
。

　

興
津
清
見
寺
は
小
さ
な
静
か
な
漁
港
で
砂
浜
に
漁

船
が
海
か
ら
大
漁
旗
を
立
て
て
、
元
気
よ
く
帰
っ
て

来
る
と
皆
海
辺
ま
で
で
て
出
迎
え
た
海
の
恵
み
は
心

身
共
に
大
き
か
っ
た
。

　

皆
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
し
て
砂
浜
に
塩
田
を
つ
く
り

さ
つ
ま
芋
等
も
作
っ
た
が
、
台
風
で
流
さ
れ
た
の
も

自
然
の
い
た
づ
ら
、
先
年
は
北
海
道
、
岩
手
（
台
風

九
号
十
号
）
に
上
陸
し
た
。
三
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
十
月
十
日
頃
の
日
本
の
体
育
の
日
頃
が
良
い

と
思
っ
て
も
、八
月
と
決
ま
っ
て
い
る
と
言
う
が
…
。

　

母
の
実
家
が
富
士
宮
の
大
き
い
農
家
だ
っ
た
の
で
、

力
持
ち
の
兄
を
連
れ
、
母
は
満
員
の
電
車
（
汽
車
）

そ
れ
も
石
炭
車
に
乗
っ
て
真
っ
黒
な
顔
を
し
て
危
険

を
冒
し
て
、
米
、
根
菜
類
、
果
物
を
い
っ
ぱ
い
運
ん

で
く
れ
た
。
姉
二
人
は
女
学
生
、
勉
強
す
る
の
で
は

な
く
学
徒
動
員
で
缶
詰
工
場
で
働
い
た
。
当
時
は
、

清
水
に
み
か
ん
、
魚
の
缶
詰
工
場
が
あ
っ
た
か
ら
そ

れ
ら
も
食
卓
に
上
る
。

　

父
の
実
家
は
富
士
、
小
三
の
時
、
見
舞
い
に
行
く

と
祖
父
は
寝
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
長
男
な
の
に

教
職
に
つ
い
た
父
。
近
く
に
住
む
姉
の
子
供
が
農
業

を
祖
父
と
一
緒
に
続
け
て
く
れ
て
い
た
が
、
父
の
転

住
で
「
一
緒
に
」
と
言
っ
て
も
、
田
畑
の
あ
る
富
士

の
土
地
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
祖
父
。
私
も

三
人
の
娘
た
ち
の
「
来
な
か
？
」
の
問
い
掛
け
に

「
七
十
五
才
に
な
っ
た
ら
決
め
る
」
と
返
事
し
た
が
、

今
、
八
十
三
才
に
近
づ
い
て
い
る
。
三
女
が
家
を
新

築
す
る
時
、
夫
の
仏
壇
ま
で
寸
法
を
測
っ
て
私
用
の

八
帖
間
を
造
っ
て
く
れ
た
が
、
今
は
長
男
が
大
学
三

年
生
、
長
女
が
高
三
、
そ
し
て
五
、六
年
前
、
再
び
教

職
に
つ
い
た
娘
。

　

静
岡
で
中
学
美
術
の
教
師
、
結
婚
し
て
教
師
を
や

め
千
葉
で
再
び
資
格
を
と
っ
た
が
、
子
育
て
は
自
分

で
し
た
い
か
ら
と
教
師
を
諦
め
家
庭
に
入
っ
た
が
、

何
年
か
し
て
千
葉
か
ら
愛
知
県
常
滑
の
夫
の
実
家
近

く
に
家
を
建
て
た
。「
落
ち
て
も
と
も
と
」
教
職
の
仕

事
に
三
度
挑
戦
し
、愛
知
で
ま
た
教
師
と
な
っ
た
娘
。

私
が
教
師
の
道
を
勧
め
た
の
は
良
い
が
、
子
供
た
ち

の
迷
惑
に
な
り
た
く
な
い
思
い
で
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
ひ
と
り
で
住
む
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

清
見
寺
の
境
内
つ
り
鐘
の
西
側
に
展
望
席
が
あ
る

が
、
昔
の
面
影
は
な
い
道
路
が
走
り
、
海
辺
に
は
興

津
埠
頭
に
な
っ
て
い
る
が
西
園
寺
公
望
の
別
荘
が
復

元
さ
れ
坐
漁
荘
と
な
っ
て
、
水
口
屋
旅
館
も
現
在
は

水
口
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
資
料
館
」、
井
上
馨
達
と
戦
略

を
練
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
掛
軸
も
一
節
に
「
酒
も
の

ま
す
よ
…
」
の
俳
句
も
楽
し
い
。

　

小
学
生
の
頃
遊
ん
だ
岩
場
の
上
に
大
正
天
皇
遊
泳

の
地
の
石
碑
が
建
っ
て
い
た
が
（
現
在
は
坐
漁
荘
の

前
に
建
っ
て
い
る
）、
戦
争
中
ア
メ
リ
カ
が
岩
場
を
軍

艦
と
間
違
え
て
駿
河
湾
入
り
口
か
ら
魚
雷
を
発
射
、

大
き
な
音
と
共
に
深
夜
飛
び
起
き
た
。
魚
雷
が
砂
浜

に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
戦
火
は
清
水
の
町
を
焼
き
、
空

に
舞
い
上
が
る
噴
煙
は
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
身
近
に

感
じ
た
。
怖
さ
よ
り
、
終
戦
に
な
っ
た
後
、
ア
メ
リ

カ
の
飛
行
機
が
駿
河
湾
上
空
を
東
へ
向
か
う
の
を
見

た
時
、
小
五
の
子
供
心
に
ほ
っ
と
し
た
も
の
を
感
じ

た
時
で
あ
っ
た
。
又
、
夜
空
を
見
た
時
満
天
の
星
の

中
に
天
の
川
が
く
っ
き
り
浮
か
び
上
が
っ
た
美
し
い

自
然
は
今
も
忘
れ
な
い
。

　

小
五
の
夏
、
終
戦
に
な
っ
て
富
士
へ
帰
っ
て
き
た

時
、
富
士
で
小
学
校
の
教
師
を
し
て
い
た
長
姉
と
静

岡
で
大
学
に
下
宿
し
て
い
た
兄
、
家
族
全
員
が
始
め

て
集
ま
っ
た
。
国
民
学
校
が
小
学
校
と
な
り
、
中
学

に
入
っ
て
か
ら
新
制
中
学
男
女
共
学
と
な
っ
た
。
中

学
で
は
一
組
五
十
人
位
高
校
に
入
っ
て
か
ら
、
元
男

子
校
だ
っ
た
の
が
、
四
〇
〇
人
の
半
分
が
女
性
徒
と

な
っ
た
が
、
一
学
年
上
の
先
輩
は
十
人
足
ら
ず
の
女
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性
徒
バ
ン
カ
ラ
先
輩
の
大
き
い
声
に
小
さ
く
な
っ
て

懸
命
に
応
援
歌
、
校
歌
を
歌
っ
た
お
陰
で
八
十
才
に

な
っ
た
今
も
忘
れ
ず
歌
え
る
。「
鉄
は
熱
い
内
に
打
て
」

で
す
ね
。
又
、
藤
棚
か
ら
毛
虫
が
垂
れ
て
ー
。

　

中
学
で
は
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」「
卓
球
」
の
選
手
。

高
校
に
な
っ
て
水
泳
大
会
が
あ
り
、
興
津
で
育
っ
た

か
ら
「
お
て
の
も
の
」
優
勝
し
、
メ
ダ
ル
は
二
才
上

の
兄
の
手
許
へ
。
遊
び
感
覚
の
泳
ぎ
で
あ
っ
て
今
の

時
代
と
全
然
異
な
る
も
の
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
多

く
の
金
メ
ダ
ル
…
体
操
、
水
泳
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

メ
ダ
ル
41
個
、皆
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
の
結
果
で
あ
る
。

老
後
の
た
め
に
と
春
、
五
十
イ
ン
チ
の
テ
レ
ビ
に
映

し
出
さ
れ
た
選
手
の
喜
び
の
顔
…
。

　

早
朝
四
時
、
日
本
の
美
し
い
山
々
富
士
山
、
上
高

地
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
懐
か
し
い
。
眠
い

の
も
忘
れ
、
五
時
ま
で
楽
し
ん
だ
。
裏
山
の
愛
鷹
山

渓
は
四
季
い
ろ
い
ろ
の
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
。

　

い
つ
か
訪
れ
る
晩
節
の
時
に
と
室
内
を
片
付
け
て

い
る
が
、
五
十
冊
あ
ま
り
の
ア
ル
バ
ム
、
子
供
た
ち

が
泊
ま
っ
て
い
く
た
め
の
布
団
十
二
組
は
中
々
捨
て

ら
れ
な
い
。
衣
類
と
本
を
片
付
け
始
め
、
旅
を
や
め

た
と
た
ん
目
耳
や
足
腰
が
急
に
弱
っ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
い
た
。
旅
も
や
め
歩
く
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
鎌
倉
、
箱
根
、
伊
豆
高
原
も
う
一
度

ひ
と
り
で
歩
き
た
い
。

　

夫
と
と
も
に
歩
い
た
京
都
の
寺
お
院
、
上
高
地
、

子
供
た
ち
と
散
策
し
て
見
て
歩
い
た
松
本
城
、日
光
、

広
島
津
和
野
、
北
海
道
、
沖
縄
等
は
ア
ル
バ
ム
で
見

よ
う
。
バ
リ
島
は
象
に
乗
っ
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ラ

ン
カ
ウ
イ
島
グ
ル
ー
プ
で
の
旅
、
又
、
花
の
会
で
は

大
井
川
鉄
道
。
富
士
五
山
等
々
は
今
後
無
理
で
も
頑

張
れ
れ
ば
又
ひ
と
り
旅
も
出
来
る
か
な
と
。「
ど
う
せ

あ
ち
ら
へ
は
手
ぶ
ら
で
行
く
」
作
家
城
山
三
郎
さ
ん

の
こ
と
ば
…
。

　

歩
く
こ
と
が
第
一
、「
ポ
ー
ル
」
二
本
両
手
に
握
っ

て
、
愛
鷹
山
渓
の
木
々
の
間
で
囁
く
美
し
い
う
ぐ
い

す
の
声
、
み
か
ん
の
咲
く
香
り
、
八
十
才
を
越
し
て

か
ら
行
っ
て
い
な
い
山
々
…
。
頑
張
っ
て
ま
た
歩
き

た
い
。

　

三
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
、
病
院
、
く
す
り
嫌
い
の
私
に
は
歩
く
こ
と
が

不
可
欠
の
よ
う
で
あ
る
。

　

興
津
清
見
寺
（
静
岡
市
）
の
終
戦
迄
の
五
年
間
は

楽
し
か
っ
た
が
、
や
は
り
結
婚
し
て
夫
と
三
人
の
子

供
た
ち
と
生
活
し
た
愛
鷹
の
ふ
も
と
須
津
の
地
は
一

番
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
宝
物
で
あ
る
。
ひ
と
り
一

人
に
人
生
が
あ
る
。
皆
元
気
で
い
て
ほ
し
い
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま
で
は
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
あ
と
三
年
。

　

玲
子
82
才

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　「
健
や
か
に
加
齢
・
言
葉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
井

　
口

　
邦

　
美

（
高
七
回
）

　

目
に
青
葉
、
山
ほ
と
と
ぎ
す
、
初
ガ
エ
ル
？
…
…

と
か
言
う
け
れ
ど
、こ
の
ご
ろ
も
の
忘
れ
が
す
す
み
、

こ
と
ば
が
で
て
こ
な
い
、誤
り
・
失
策
が
多
く
な
っ
た
。

　

若
葉
薫
る
季
節
、
蛙
が
鳴
き
始
め
る
、
実
に
爽
や

か
な
唄
声
だ
。
ま
も
な
く
夏
が
訪
れ
る
。
ま
こ
と
に

時
の
流
れ
る
の
が
速
い
。
老
い
が
我
が
身
に
迫
っ
て

く
る
。

　
〝
さ
ん
ま
る
会
〟（
高
七
回
卒
業
同
窓
会
）

　
〝
さ
ん
ま
る
〟
は
岩
山
義
尚
君
の
言
葉
だ
っ
た
。

「
…
…
使
命
は
重
き
、
此
の
濁
世
に
、
…
…
誰
れ
に
も

負
け
な
い
人
間
愛
と
郷
土
愛
、
そ
し
て
勇
気
と
決
断

力
・
実
行
力
を
も
っ
て
富
士
市
政
に
参
画
す
る
こ
と

に
な
っ
た
影
島
嘉
彦
君
を
応
援
し
よ
う
。」

　
「
も
の
ご
と
は
、
す
べ
て
三
つ
で
は
じ
ま
り
、
三
で

し
め
る
の
が
な
ら
わ
し
、三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
智
恵
、

三
人
に
し
て
迷
う
こ
と
な
し
と
い
う
。」

　

彼
は
、
三
面
六
臂
の
働
き
を
し
た
。
今
も
所
信
を

貫
き
活
動
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
小
林
要
君
、
日
原

貞
二
君
、
池
田
正
次
君
の
三
人
が
雄
飛
市
政
に
活
躍

し
た
。

　

み
ん
な
、
そ
ろ
っ
て
傘
寿
を
迎
え
る
。

　

四
季
折
折
集
合
す
る
。
集
ま
り
の
し
め
く
く
り
に

は
決
ま
っ
て
「
高
校
三
年
生
」
を
歌
う
。
三
番
は
、

鈴
木
昇
君
の
美
声
と
と
も
に
、「
ふ
じ
こ
ー
さ
ん
ね
ん
・

せ
え
ー
」
と
歌
う
。

　

遠
い
昔
に
な
っ
た
、
島
村
貴
郎
先
生
の
三
つ
の
言

葉
に
感
銘
を
受
け
た
。
言
葉
は
、
人
間
関
係
の
重
要

な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

ケ
イ
タ
イ
・
ス
マ
ホ
時
代
に
突
入
し
て
以
来「
言
葉
」

は
、
た
だ
の
記
号
と
化
し
、
心
を
耕
し
て
く
れ
る
力

を
失
っ
て
い
る
。
不
安
に
か
ら
れ
、
無
念
に
思
う
、

葛
藤
す
る
。
言
葉
の
危
機
は
、
心
の
危
機
で
あ
る
。

　

八
十
の
手
習
い
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
人
生

は
後
半
こ
そ
お
も
し
ろ
い
。
傘
寿
後
か
ら
米
寿
前
ま

で
は
、〝
中
老
〟
と
い
う
。
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ホ
ッ
プ（
米
寿
）・
ス
テ
ッ
プ（
卒
寿
）・
ジ
ャ
ン
プ（
白

寿
）
ま
で
健
康
寿
命
の
延
伸
に
努
め
た
い
。

　

加
齢
は
、
誰
に
も
平
等
に
起
こ
る
が
、
老
化
は
自

分
の
努
力
次
第
で
早
く
に
も
、
ゆ
っ
く
り
に
も
な
る

の
だ
。

　

人
は
、
回
顧
と
い
う
本
能
が
あ
る
お
陰
で
健
や
か

に
生
き
ら
れ
る
、過
去
は
思
い
出
の
今
に
生
き
て
い
る
。

　
　

一
つ
の
言
葉
で
喧
嘩
し
て
、

　
　

一
つ
の
言
葉
で
仲
直
り
、

　
　

一
つ
の
言
葉
に
感
謝
し
て
、

　
　

一
つ
の
言
葉
に
泣
か
さ
れ
た
、

　

一
つ
の
コ
ト
バ
は
、そ
れ
ぞ
れ
に
一
つ
の
心
を
も
っ

て
い
る
。

　

あ
の
若
か
っ
た
高
校
三
年
間
の
日
々
、
楽
し
い
こ

と
が
一
杯
あ
っ
た
。
一
方
で
訳
も
分
か
ら
な
い〝
ヴ
ェ

ル
テ
ル
〟
に
悩
む
挫
折
感
に
く
れ
て
い
た
。

　

言
葉
の
修
業
時
代
と
し
て
必
要
だ
っ
た
の
だ
と
懐

か
し
く
思
い
返
す
。

　

島
村
先
生
の
言
葉
の
香
り
を
な
つ
か
し
み
な
が

ら
、
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
温
情
に
感
謝
の
心

を
も
っ
て
、傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
か
け
て
行
く
。

老
齢
の
歩
み
で
あ
る
。
ピ
ョ
ン
と
、
か
え
る
の
瞑
想

法
で
テ
ロ
メ
ラ
ー
ゼ
効
果
が
あ
る
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
同
期
の
仲
間
と
の
九
州
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
　
村

　
瀬

　
通

　
泰

（
高
十
二
回
）

　

５
月
８
日
（
月
）
～
12
日
（
金
）　

鹿
児
島
を
中
心

に
４
泊
５
日
の
旅
行
を
し
た
。

　

参
加
者
は
12
期
の
ク
ラ
ス
幹
事
の
仲
間
で
あ
る
。

今
回
は
東
京
１
人
、
大
阪
１
人
、
富
士
地
区
５
人
の

７
人
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
で
第
３
回
目
と
な
る
。
第
１
回
目
は
、
京
都

旅
行
で
、
住
友
本
家
の
邸
宅
と
庭
、
祇
園
の
お
茶
屋
、

改
装
し
た
平
等
院
を
見
学
し
、
11
人
が
参
加
し
た
。

第
２
回
目
は
、
岸
和
田
の
だ
ん
じ
り
祭
り
、
心
斎
橋

筋
ぶ
ら
り
散
策
、
開
創
１
２
０
０
年
に
あ
た
る
高
野

山
を
見
学
し
、
10
人
が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
旅
行
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
全
員
が
後
期
高

齢
者
に
な
っ
た
。
参
加
者
に
障
害
手
帳
を
持
っ
て
い

る
仲
間
も
い
る
。
温
泉
に
浸
か
り
、
そ
の
地
の
美
味

し
い
も
の
を
、
そ
の
地
の
酒
を
飲
み
な
が
ら
頂
き
、

ゆ
っ
く
り
、ゆ
っ
た
り
、会
話
を
楽
し
む
旅
行
と
す
る
。

二
つ
目
は
、今
年
が
明
治
１
５
０
年
の
年
に
あ
た
る
。

維
新
最
大
の
功
労
藩
の
薩
摩
藩
と
、
そ
の
推
進
を
し

た
人
材
輩
出
の
訳
を
世
界
文
化
遺
産
か
ら
理
解
す
る
。

三
つ
目
は
、
日
本
の
平
和
へ
の
礎
の
一
つ
で
あ
る
知

覧
特
攻
平
和
記
念
館
を
見
学
し
、
戦
争
を
し
て
は
い

け
な
い
事
を
肌
で
感
じ
る
事
で
あ
る
。

　

温
泉
は
、
指
宿
の
砂
風
呂
、
鹿
児
島
の
温
泉
、
湯

量
日
本
第
２
位
の
由
布
院
温
泉
に
浸
か
る
。お
酒
は
、

鹿
児
島
で
は
芋
焼
酎
、
大
分
で
は
麦
焼
酎
を
飲
む
事

に
し
た
。

　

知
覧
は
、
陸
軍
の
沖
縄
海
戦
で
の
特
攻
部
隊
教
育

と
還
り
の
な
い
飛
行
基
地
で
あ
っ
た
。
20
歳
前
後
の

１
、０
３
６
人
が
還
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
と
記
載
し
て

あ
っ
た
。

　

全
国
各
県
各
地
か
ら
、
志
願
あ
る
い
は
、
集
め
ら

れ
た
優
秀
な
人
た
ち
だ
っ
た
。
参
加
者
の
一
人
は
、

飛
行
機
乗
り
に
な
り
た
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。
10

年
早
く
生
ま
れ
て
い
た
ら
、
多
分
、
こ
こ
に
志
願
し

て
い
た
と
述
懐
し
た
。

　

陳
列
さ
れ
て
い
た
手
紙
で
、
忘
れ
ら
れ
な
い
一
通

を
紹
介
す
る
。

　
「
咲
く
と
き
の
花
の
か
ず
に
は
入
ら
ね
ど
も　

散
る

に
は
も
れ
ぬ
我
身
な
り
け
り
」

　
　

昭
和
20
年
５
月
22
日

　

直
ぐ
近
く
に
特
攻
の
母
と
言
わ
れ
た
「
鳥
浜
ト
メ
」

食
堂
が
あ
り
、
ホ
タ
ル
館
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。

こ
の
食
堂
で
特
攻
隊
員
の
別
れ
の
会
が
あ
っ
た
。
ト

メ
に「
お
母
さ
ん
」ホ
タ
ル
に
な
っ
て
戻
っ
て
来
る
よ
。
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ト
メ
の
語
り
の
映
像
を
観
た
。

　

広
島
の
原
爆
記
念
館
と
は
、
何
か
違
う
も
の
を
感

じ
た
。
多
分
、
残
さ
れ
た
資
料
が
若
い
隊
員
一
人
ひ

と
り
の
意
識
と
感
情
が
込
め
ら
れ
、
同
じ
日
本
人
と

し
て
解
る
か
ら
だ
と
思
う
。
涙
、
涙
、
涙
、
…
止
ま

ら
な
い
。

　

鹿
児
島
に
移
動
後
、
ホ
テ
ル
の
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム

で
二
次
会
を
や
っ
た
。
締
め
に
、
仲
間
の
女
性
の
一

人
が
マ
イ
ク
を
取
り
、
私
に
歌
わ
せ
て
下
さ
い
と
言

い
出
し
た
。「
同
期
の
桜
」
を
歌
い
だ
し
た
。
知
覧
見

学
の
後
で
も
あ
り
、
皆
、
肩
を
組
み
大
声
を
出
し
た
。

　

仙
巌
園
を
見
学
し
た
。
幕
末
か
ら
維
新
に
移
行
、

更
に
移
行
後
の
藩
主　

斉
彬
、
忠
義
、
久
光
の
別
邸

で
あ
っ
た
。
こ
の
地
に
、
製
鉄
、
造
船
、
紡
績
、
薩

摩
切
子
、
薩
摩
焼
の
殖
産
振
興
の
工
場
群
を
創
ら
せ

た
。
そ
の
歴
史
、
文
化
遺
産
が
庭
の
中
、
並
び
に
尚

古
館
に
残
っ
て
い
る
。

　

４
万
㎡
の
広
大
な
敷
地
に
桜
島
、
錦
江
湾
を
庭
の

景
観
に
組
み
入
れ
て
あ
る
。
薩
摩
の
殿
様
の
権
力
と

は
こ
の
よ
う
な
も
の
か
と
驚
い
た
。

　

維
新
ふ
る
さ
と
館
で
薩
摩
藩
の
下
級
武
士
の
一
日

と
先
輩
が
後
輩
を
文
武
両
道
で
指
導
す
る
「
郷
中
教

育
」
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
資
料
で
観
た
。
会
津
藩
の
「
什

教
育
」、
長
州
藩
萩
の
「
松
下
村
塾
」
と
は
異
な
る
薩

摩
藩
独
特
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
感
じ
た
。

　

薩
摩
藩
に
は
１
５
０
程
の
郷
が
あ
り
、
切
磋
琢
磨

さ
せ
た
と
の
事
。
加
治
屋
町
の
下
級
武
士
の
子
供
た

ち
が
学
ん
だ
郷
か
ら
、
多
く
の
俊
才
と
軍
人
が
輩
出

し
て
い
る
。
西
郷
兄
弟
、
大
久
保
利
通
、
吉
井
知
実
、

伊
地
知
正
治
、
篠
原
国
幹
、
村
田
新
八
、
大
山
巌
、

東
郷
平
八
郎
、山
本
権
平
等
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
朝

が
来
た
」
の
五
代
友
厚
も
鹿
児
島
出
身
者
で
あ
る
。

鹿
児
島
の
三
傑
は
「
西
郷
隆
盛
」「
大
久
保
利
通
」「
五

代
友
厚
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

由
布
院
で
は
、
観
光
辻
馬
車
に
乗
り
、
由
布
岳
を

眺
め
、
散
策
し
た
。
湯
の
坪
街
道
を
仲
間
と
、
黒
糖

饅
頭
を
食
べ
た
り
、
金
賞
コ
ロ
ッ
ケ
を
食
べ
た
り
、

土
産
物
店
を
冷
や
か
し
た
り
し
た
。
午
後
、
九
重
町

に
あ
る
天
空
の
散
歩
道
「
九
重
夢
大
吊
橋
」
を
渡
っ

た
。
高
さ
１
７
３
ｍ
（
日
本
第
一
位
）、
長
さ
３
９
９

ｍ
（
日
本
第
二
位
）、
風
が
あ
っ
た
の
で
怖
か
っ
た
。

　

由
布
院
へ
は
博
多
か
ら
直
行
バ
ス
が
あ
る
。
韓
国

か
ら
、
３
時
間
あ
れ
ば
、
移
動
出
来
る
と
の
事
。
連

休
中
、
観
光
客
の
８
割
程
度
が
外
国
人
で
一
杯
だ
っ

た
と
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が
言
っ
て
い
た
。
外
国
人

観
光
客
が
、
日
本
の
各
地
で
極
め
て
速
い
ス
ピ
ー
ド

で
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
、
改
め
て
、

痛
感
し
た
。

　

今
回
の
旅
で
、
少
な
く
と
も
健
康
寿
命
が
５
年
延

び
た
と
思
っ
て
い
る
。
又
、
同
期
と
の
旅
行
を
楽
し

み
た
い
。
第
四
回
目
は
、
何
処
に
行
こ
う
か
。
仲
間

の
皆
さ
ん
、
有
難
う
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　〝
岩
淵
鳥
居
講
の
伝
統
を
つ
な
ぐ
〟

　
　
　
　
　
　
　
　
齋

　
藤

　
吉

　
弘

（
高
十
七
回
）

　

70
歳
の
今
も
、
毎
日
元
気
に
勤
め
ら
れ
る
こ
と
に

感
謝
し
つ
つ
、
き
ょ
う
も
電
車
通
勤
の
た
め
富
士
川

駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
立
ち
、
空
高
く
雄
大
に
聳

え
る
雪
化
粧
の
富
士
山
山
頂
を
仰
ぎ
見
る
と
、
昨
年

の
8
月
7
日
、
日
本
晴
れ
の
空
の
も
と
、
山
頂
付
近

で
休
憩
し
て
い
た
一
般
登
山
者
や
外
国
人
の
方
々
に

も
協
力
を
求
め
、
岩
淵
鳥
居
講
中
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
富
士
山
山
頂

に
鳥
居
を
建
立
し
、
万
歳
三
唱
を
し
た
あ
の
感
激
、

感
動
が
よ
み
が
え
る
。

　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
富
士
市
岩
淵
（
旧
富
士
川
町
）

に
は
、
12
年
に
一
度
、
申
年
の
夏
に
富
士
山
山
頂
の

浅
間
大
社
奥
宮
に
鳥
居
を
奉
納
す
る
「
岩
淵
鳥
居
講
」

と
い
う
行
事
が
あ
る
。

　

鳥
居
の
大
き
さ
は
高
さ
3
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
3.5

メ
ー
ト
ル
の
総
ヒ
ノ
キ
造
り
で
、
富
士
宮
口
登
山
道

を
経
て
富
士
山
山
頂
に
立
っ
た
方
な
ら
、
き
っ
と
そ

の
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

　

富
士
山
へ
の
鳥
居
奉
納
は
こ
の
岩
淵
鳥
居
講
以
外

に
は
許
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
歴
史
は
江
戸
中
期
に

遡
る
と
も
い
わ
れ
る
。

　

当
時
、
東
海
道
の
富
士
川
渡
し
船
の
用
材
を
浅
間

神
社
社
領
か
ら
伐
出
し
た
こ
と
へ
の
返
礼
の
意
味

と
、
渡
船
の
安
全
祈
願
を
兼
ね
て
奉
納
し
た
の
が
始

ま
り
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
鳥
居
講
は
、
ま
ず
8
月
6
日
の
早
朝
、
地

元
岩
淵
の
八
坂
神
社
に
お
い
て
出
発
祭
を
行
っ
た

後
、
い
っ
た
ん
鳥
居
を
解
体
し
、
ト
ラ
ッ
ク
で
富
士

宮
の
浅
間
大
社
ま
で
運
び
、
改
め
て
鳥
居
を
組
み
立

て
、
登
山
前
の
お
祓
い
を
行
っ
た
。
そ
し
て
も
う
一

度
鳥
居
を
解
体
し
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
と

積
み
替
え
、
昼
過
ぎ
に
は
山
頂
へ
上
げ
た
。
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鳥
居
講
中
の
皆
さ
ん
は
5
合
目
か
ら
歩
き
、
9
合

目
の
山
荘
に
宿
泊
。翌
日
の
朝
、鳥
居
を
建
立
し
た
後
、

奥
宮
で
奉
納
式
を
行
い
、
建
立
し
た
ば
か
り
の
鳥
居

に
お
神
酒
と
塩
を
ま
き
、
皆
で
万
歳
三
唱
。

　

思
え
ば
、
岩
淵
鳥
居
講
の
こ
と
を
何
も
わ
か
ら
な

か
っ
た
私
が
、
縁
あ
っ
て
鳥
居
講
の
準
備
や
実
施
の

年
に
神
社
委
員
を
、
し
か
も
事
務
局
を
務
め
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
分
な
り
に
過
去
の
資
料
を

調
べ
た
り
、12
年
前
の
鳥
居
講
実
行
委
員
長
を
務
め
、

今
回
も
実
行
委
員
長
と
し
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し

て
き
た
亡
き
栁
下
さ
ん
に
相
談
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
。

　

私
が
一
番
頼
り
に
し
て
き
た
栁
下
さ
ん
が
、
急
に

体
調
を
く
ず
し
、
こ
れ
か
ら
が
鳥
居
講
の
総
仕
上
げ

の
段
階
だ
と
い
う
4
月
、
鳥
居
奉
納
へ
の
強
い
思
い

も
む
な
し
く
亡
く
な
っ
た
。

　

大
黒
柱
を
失
っ
た
よ
う
な
気
持
だ
っ
た
が
、
鳥
居

奉
納
の
道
半
ば
で
亡
く
な
っ
た
栁
下
さ
ん
の
無
念
さ

を
心
に
刻
み
、
打
合
せ
の
資
料
や
文
化
庁
・
環
境
省

へ
の
許
可
申
請
、
参
加
者
募
集
案
内
、
参
加
者
名
簿

な
ど
の
作
成
や
そ
れ
ら
の
説
明
と
、
何
と
か
事
務
局

と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

振
り
返
る
と
、
岩
淵
地
区
の
区
民
の
皆
様
に
は
、

平
成
22
年
か
ら
6
年
間
、
毎
年
、
各
戸
５
０
０
円
の

浄
財
を
い
た
だ
き
、
鳥
居
の
製
作
費
や
運
搬
費
な
ど

に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
鳥
居
の
柱
用
材
を
寄
贈
し
て
く
れ
た
富
士

市
勢
子
辻
の
室
伏
さ
ん
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
手
配
や

山
荘
の
用
意
を
し
て
く
れ
た
富
士
宮
市
東
阿
幸
地
の

渡
辺
さ
ん
、
前
回
建
立
し
た
鳥
居
の
撤
去
や
今
回
の

鳥
居
製
作
で
お
世
話
に
な
っ
た
栁
下
建
設
の
皆
さ
ん
、

さ
ら
に
、
す
べ
て
の
会
議
か
ら
前
回
建
立
し
た
鳥
居

の
撤
去
、
今
回
の
鳥
居
奉
納
に
至
る
ま
で
ず
っ
と
付

き
合
っ
て
く
れ
た
富
士
市
、
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
の
職
員
や
民
俗
研
究
所
、
映
像
記
録
担
当
者
…

等
々
、
多
く
の
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

こ
こ
岩
淵
に
江
戸
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
岩

淵
鳥
居
講
の
伝
統
を
守
り
、
次
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
感
謝
し
つ
つ
、
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
と
な
っ
た
「
岩
淵
鳥
居
講
」
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、今
回
、

寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

  
セ
ブ
島
の
海
で
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
と
泳
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
海

　
野

　
吉

　
正

（
高
十
九
回
）

　

今
年
４
月
下
旬
、
20
年
ぶ
り
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪

れ
た
。
目
的
地
は
セ
ブ
島
最
南
端
の
オ
ス
ロ
ブ
と
い

う
小
さ
な
漁
村
。

　

午
後
の
便
で
成
田
を
出
発
し
、
約
５
時
間
の
フ
ラ

イ
ト
で
夕
闇
に
包
ま
れ
た
セ
ブ
空
港
到
着
。
ロ
ビ
ー

を
一
歩
出
た
途
端
に
熱
帯
特
有
の
蒸
し
暑
い
夜
気
と

客
待
ち
の
人
々
の
喧
騒
に
包
ま
れ
た
。
こ
の
日
は
空

港
近
く
の
マ
ク
タ
ン
島
の
リ
ゾ
ー
ト
に
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
。
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
サ
ン
ミ
ゲ
ル

ビ
ー
ル
を
頼
み
、
グ
ラ
ス
を
重
ね
て
い
る
う
ち
に
ダ

イ
ビ
ン
グ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
の
た
め
に
こ
の
地
を

訪
れ
た
20
年
前
の
日
々
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
懐

か
し
く
脳
裏
に
蘇
っ
て
き
た
。

　

翌
日
は
移
動
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
第
二
の
都
市
セ
ブ
・

シ
テ
ィ
の
渋
滞
を
抜
け
、
海
岸
線
に
沿
っ
て
椰
子
と

バ
ナ
ナ
の
茂
る
道
を
ひ
た
す
ら
南
を
目
指
し
、
車
で

5
時
間
か
け
て
よ
う
や
く
今
回
の
旅
の
基
地
と
な
る

オ
ス
ロ
ブ
村
の
海
沿
い
の
小
さ
な
ホ
テ
ル
「
ダ
ウ
ン

サ
ウ
ス
１
１
８
」
に
た
ど
り
着
い
た
。

　

今
回
オ
ス
ロ
ブ
を
訪
れ
た
第
一
の
目
的
は
最
大
の

魚
類
と
し
て
知
ら
れ
る
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
と
一
緒
に
泳

ぎ
た
い
と
い
う
永
年
の
夢
の
ひ
と
つ
を
叶
え
る
こ
と

だ
っ
た
。

　

ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
は
世
界
各
地
の
海
を
回
遊
し
て
い

る
が
、
オ
ス
ロ
ブ
の
沿
岸
は
世
界
で
唯
一
、
ほ
ぼ
確

実
に
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
に
会
え
る
場
所
と
し
て
最
近
脚

光
を
浴
び
始
め
た
と
こ
ろ
だ
。
そ
れ
は
こ
の
村
の
漁

師
の
着
想
と
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
5
年

程
前
、
沖
合
を
回
遊
す
る
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
を
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
オ
キ
ア
ミ
で
餌
付
け
し
、
沿
岸
近
く
ま
で
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連
れ
て
く
る
こ
と
を
試
み
、見
事
に
成
功
し
た
。た
だ
、

ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
は
沿
岸
部
に
は
定
着
し
な
い
の
で
、

毎
朝
、
暗
い
う
ち
に
沖
合
ま
で
小
舟
を
出
し
て
回
遊

し
て
い
る
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
を
探
し
、
オ
キ
ア
ミ
を
撒

き
な
が
ら
沿
岸
ま
で
連
れ
て
く
る
の
が
漁
師
の
日
課

と
な
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
毎
日
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
そ
ん
な
地
道
な
取
り
組
み
に
よ

る
も
の
だ
。

　

3
日
目
の
朝
、
い
よ
い
よ
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
付
き
の

ダ
イ
ビ
ン
グ
ボ
ー
ト
で
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
の
集
ま
る
沿

岸
を
目
指
し
た
。
ボ
ー
ト
は
穏
や
か
な
サ
ン
ゴ
礁
の

海
を
滑
る
よ
う
に
進
み
、
20
分
ほ
ど
で
目
的
地
に
着

い
た
。

　

ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ー
ツ
を
着
て
ボ
ン
ベ
を
背
負
い
、

い
よ
い
よ
海
に
入
る
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
ラ
イ
セ
ン
ス

を
持
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
長
い
ブ
ラ
ン
ク
で
ま

さ
に
初
心
者
と
変
わ
ら
な
い
ペ
ー
パ
ー
ダ
イ
バ
ー
。

少
々
の
不
安
は
あ
っ
た
が
、
一
緒
に
潜
る
現
地
ダ
イ

バ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
順
調
に
深
度
10
ｍ
に
達

し
、
こ
の
深
度
を
保
ち

つ
つ
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
の

集
ま
っ
て
い
る
エ
リ
ア

を
目
指
し
た
。

　

し
ば
ら
く
進
ん
だ
と

こ
ろ
で
、
先
を
行
く
ガ

イ
ド
が
水
面
を
指
さ
す

の
で
見
上
げ
る
と
悠
然

と
泳
ぐ
巨
大
な
ジ
ン
ベ

イ
ザ
メ
の
シ
ル
エ
ッ
ト

が
目
に
飛
び
込
ん
で
き

た
。
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
は
水
面
近
く
で
、
直
径
1
ｍ
も

あ
り
そ
う
な
大
き
な
口
を
開
け
て
、
大
量
の
水
と
共

に
オ
キ
ア
ミ
を
飲
み
込
ん
で
い
る
。
呆
然
と
見
と
れ

て
い
る
と
、
突
然
、
後
ろ
か
ら
別
の
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ

が
現
わ
れ
水
面
に
向
か
っ
て
い
く
。
大
き
さ
は
7
ｍ

程
、
全
く
人
を
恐
れ
る
様
子
も
な
く
、
す
ぐ
横
を
ゆ
っ

く
り
と
通
り
過
ぎ
て
い
く
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
て
呼
吸

す
る
の
も
忘
れ
、
息
苦
し
さ
で
ハ
ッ
と
我
に
返
る
。

　

集
ま
っ
て
い
た
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
は
6
、
7
匹
だ
ろ

う
か
。し
ば
ら
く
オ
キ
ア
ミ
を
食
べ
る
と
大
き
く
タ
ー

ン
し
な
が
ら
深
み
に
姿
を
消
し
て
い
く
。
こ
の
日
は

30
分
間
ほ
ど
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
と
共
に
泳
ぐ
と
い
う
至

福
の
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

翌
日
は
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
を
撮
影
す
る
た
め
に
防
水

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
水
面
か

ら
近
づ
く
こ
と
に
し
た
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
深
い
位
置

か
ら
見
上
げ
る
の
に
対
し
て
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

で
は
真
横
か
ら
迫
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
巨
体
を
手

が
届
き
そ
う
な
至
近
距
離
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
が
真
正
面
か
ら
迫
っ
て
き
て
目
の
前

で
ガ
バ
ッ
と
口
を
開
け
た
と
こ
ろ
で
パ
チ
リ
、
ジ
ン

ベ
イ
特
有
の
体
の
斑
点
模
様
に
水
面
の
煌
め
き
が
揺

れ
る
と
こ
ろ
を
横
か
ら
パ
チ
リ
。
さ
ら
に
水
を
吸
い

込
む
音
を
録
音
し
な
が
ら
動
画
も
じ
っ
く
り
撮
る
こ

と
が
で
き
、シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
大
成
功
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
旅
で
は
ジ
ン
ベ
イ
と
泳
ぐ
と
い
う
念
願
が

十
分
に
叶
っ
た
上
、
青
く
美
し
い
サ
ン
ゴ
礁
の
海
で

３
日
間
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

近
く
の
ス
ミ
ロ
ン
島
と
い
う
小
さ
な
島
の
周
り
の
サ

ン
ゴ
礁
で
２
日
間
、
そ
し
て
最
終
日
に
は
ボ
ー
ト
で

１
時
間
半
か
け
て
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で

あ
る
バ
リ
カ
サ
グ
島
ま
で
足
を
延
ば
し
た
。
こ
こ
で

は
サ
ン
ゴ
礁
か
ら
深
み
に
落
ち
込
む
ド
ロ
ッ
プ
オ
フ

で
大
型
の
鯵
の
一
種
で
あ
る
ギ
ン
ガ
メ
ア
ジ
の
数
百

匹
の
大
群
が
見
ら
れ
、
そ
の
群
れ
に
囲
ま
れ
る
と
い

う
興
奮
の
ひ
と
時
も
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
と
の
遭
遇
も
幾
度
か
あ
り
、

ク
マ
ノ
ミ
や
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど
鮮
や
か
な
サ

ン
ゴ
礁
に
暮
ら
す
魚
た
ち
を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
浦

島
太
郎
で
は
な
い
が
、
夢
の
よ
う
な
時
間
は
ア
ッ
と

い
う
間
に
過
ぎ
、
気
が
付
け
ば
帰
国
の
日
を
迎
え
て

い
た
。

***
  

オ
ス
ロ
ブ
で
見
ら
れ
る
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
は
大
き
さ
6

～
8
ｍ
の
個
体
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　

10
年
位
前
ま
で
は
世
界
各
地
で
13
～
15
ｍ
も
あ
る

ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
が
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
最
近

ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
が
小
型
化
し
て
き
た
と
い
う
研
究
報

告
が
あ
り
、
国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
は

ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
を
危
急
種
と
し
て
い
る
。

　

ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
は
寿
命
80
年
と
も
い
わ
れ
る
成
長

の
遅
い
動
物
で
、
回
復
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
か

ら
小
型
化
の
理
由
の
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
乱
獲
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
子
供
の
個
体
は

ど
こ
に
い
る
の
か
、
世
界
で
個
体
数
が
ど
れ
だ
け
い

る
の
か
な
ど
不
明
な
こ
と
が
多
く
、
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ

の
生
態
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
謎
が
多
い
と
い
う
の
が

事
実
の
よ
う
だ
。
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随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
小

　
野

　
　
　
剛

（
高
二
十
回
）

　
「
駅
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
起
終
点
駅
・
タ
ー
ミ

ナ
ル
」
は
、
い
ず
れ
も
北
海
道
を
舞
台
に
し
た
映
画

の
題
名
で
す
。
吹
雪
の
景
色
や
雪
景
色
の
中
を
列
車

が
走
る
シ
ー
ン
が
北
海
道
ら
し
さ
を
醸
し
出
し
て
い

ま
す
。
私
は
、
北
海
道
勤
務
の
経
験
が
あ
り
、
道
内

を
舞
台
に
し
た
映
画
の
中
で
心
に
残
っ
た
こ
の
二
つ

の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
駅
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」は
、 

ド
ラ
マ「
北
の
国
か
ら
」

の
作
者
・
倉
本
聰
が
高
倉
健
の
た
め
に
脚
本
を
書
き

下
ろ
し
た
も
の
で
あ
り
、
昭
和
56
年
に
製
作
さ
れ
ま

し
た
。
第
5
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
に
お
い
て
最
優

秀
作
品
賞
・
最
優
秀
主
演
男
優
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

札
幌
市
、
留
萌
市
、
増
毛
町
、
雄
冬
岬
な
ど
を
舞
台

に
様
々
な
人
間
模
様
を
描
き
出
し
た
名
作
で
す
。

　

私
は
、
昭
和
61
年
冬
、
旭
川
地
家
裁
稚
内
支
部
へ

の
出
張
の
た
め
旭
川
か
ら
稚
内
に
向
か
う
快
速
バ
ス

の
中
で
ビ
デ
オ
上
映
に
よ
り
初
め
て
こ
の
映
画
を
観

ま
し
た
。
高
倉
健
の
演
ず
る
北
海
道
警
察
の
警
察
官

三
上
英
次
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
射
撃
選
手
で
も
あ

り
、
警
察
の
狙
撃
班
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
家
族
と

離
れ
て
警
察
官
の
厳
し
い
職
務
に
専
念
す
る
三
上
の

姿
に
共
感
を
覚
え
、
思
い
が
け
ず
良
い
映
画
を
観
た

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

三
上
は
、
過
酷
な
仕
事
と
合
宿
生
活
な
ど
が
原
因

で
妻
子
と
別
れ
、
傷
心
の
生
活
を
送
る
中
、
上
司
が

連
続
警
察
官
射
殺
犯
に
射
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

三
上
は
、
狙
撃
班
の
チ
ー
フ
と
し
て
銀
行
立
て
籠
も

り
犯
な
ど
の
殺
人
犯
を
狙
撃
す
る
職
務
に
就
い
て
い

ま
し
た
。
帰
郷
の
途
中
、
増
毛
駅
近
く
の
居
酒
屋
で

女
将
の
桐
子
（
倍
賞
千
恵
子
）
と
出
逢
い
、
自
分
と

同
じ
孤
独
の
影
を
背
負
う
桐
子
と
心
を
惹
か
れ
合
い

ま
す
。
大
晦
日
に
桐
子
の
店
で
2
人
が
テ
レ
ビ
の
紅

白
歌
合
戦
を
み
て
い
る
場
面
で
八
代
亜
紀
の
「
舟
唄
」

が
流
れ
る
シ
ー
ン
が
印
象
的
で
あ
り
今
も
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。
桐
子
は
、
三
上
の
上
司
を
射
殺
し
た
犯

人
（
桐
子
が
過
去
に
付
き
合
っ
た
こ
と
の
あ
る
男
性
）

を
一
時
か
く
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
警
察
に
通
報
し

ま
し
た
。
三
上
は
、桐
子
の
ア
パ
ー
ト
に
乗
り
込
み
、

拳
銃
の
銃
口
を
三
上
に
向
け
よ
う
と
し
た
殺
人
犯
を

射
殺
し
ま
し
た
。
三
上
は
、
札
幌
に
戻
る
前
に
桐
子

の
店
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
が
、三
上
に
背
を
向
け
素
っ

気
な
い
態
度
で
「
舟
歌
」
に
聞
き
入
る
桐
子
は
涙
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

　

桐
子
役
の
倍
賞
千
恵
子
は
、「
寅
さ
ん
」
の
妹
さ
く

ら
役
と
違
っ
て
、
哀
愁
を
帯
び
た
居
酒
屋
の
女
将
役

を
演
じ
て
お
り
、
女
優
と
し
て
の
幅
の
広
さ
を
み
せ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
映
画
の
中
で
高
倉
健
は
、
任
侠
映
画
で
悪
役

を
次
々
と
切
り
倒
し
て
い
く
よ
う
に
、
殺
人
犯
を
瞬

時
に
狙
撃
す
る
頼
も
し
い
警
察
官
役
を
演
じ
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
11
月
10
日
に
高
倉
健
の
三
回
忌
を
迎

え
全
国
各
地
で
高
倉
健
を
偲
ん
で
追
悼
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
映
画
の
舞
台
と
な
っ
た
北
海
道
北

西
部
の
JR
増
毛
駅
は
、
同
年
12
月
4
日
の
留
萌
―
増

毛
間
の
最
終
運
行
を
最
後
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
北

の
終
着
駅
の
も
の
悲
し
い
雰
囲
気
と
町
並
み
は
、

こ
の
映
画
で
一
躍
全
国
に
知
れ
渡
り
ま
し
た
が
、
名

残
り
を
惜
し
む
フ
ァ
ン
で
最
後
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。
数
々
の
不
朽
の
名
作
に
出
演
し
た
高
倉
健

へ
の
想
い
は
い
つ
ま
で
も
観
客
の
心
に
残
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
「
起
終
点
駅
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
は
、
直
木
賞
作
家
・

桜
木
紫
乃
の
小
説
を
平
成
27
年
に
映
画
化
し
た
も
の

で
あ
り
、
第
28
回
東
京
国
際
映
画
祭
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
果
て
の
街
・
釧
路
で
人
生

の
終
わ
り
ヘ
と
向
か
っ
て
い
た
は
ず
の
男
女
が
出
逢

い
、
孤
独
を
分
か
ち
合
い
、
再
び
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

を
歩
き
始
め
る
物
語
で
す
。
旭
川
の
裁
判
所
に
勤
務

し
た
こ
と
の
あ
る
私
は
、
家
族
か
ら
、
こ
の
映
画
に

佐
藤
浩
市
が
旭
川
の
裁
判
官
役
で
出
て
い
る
と
聞
き
、

こ
の
映
画
が
封
切
ら
れ
て
間
も
な
い
平
成
27
年
11
月
、

丸
ノ
内
の
映
画
館
で
こ
の
映
画
を
観
ま
し
た
。
桜
木

紫
乃
は
、
こ
の
映
画
で
は
直
木
賞
を
受
賞
し
た
「
ホ

テ
ル
ロ
ー
ヤ
ル
」
と
は
違
っ
た
形
で
現
代
人
の
孤
独

と
ク
ー
ル
な
人
間
模
様
を
描
い
て
い
ま
す
。
映
画
の

ス
ト
ー
リ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

鷲
田
完
治
（
佐
藤
浩
市
）
は
、
昭
和
62
年
、
旭
川

地
方
裁
判
所
判
事
と
し
て
、
東
京
に
妻
子
を
残
し
て

単
身
赴
任
し
、
刑
事
裁
判
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

翌
秋
、
鷲
田
は
、
覚
醒
剤
取
締
法
違
反
事
件
で
被
告

人
と
し
て
出
廷
し
た
学
生
時
代
の
恋
人
結
城
冴
子（
尾

野
真
千
子
）
と
偶
然
に
再
会
し
、
執
行
猶
予
付
の
判

決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
月
1
回
の
留
萌

支
部
へ
の
出
張
の
際
に
留
萌
で
ス
ナ
ッ
ク
を
経
営
し

て
い
た
冴
子
の
店
に
通
い
逢
瀬
を
重
ね
て
い
た
が
、
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東
京
の
裁
判
所
へ
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
鷲
田

は
、
裁
判
官
を
辞
め
す
べ
て
を
捨
て
て
冴
子
と
共
に

暮
ら
し
て
い
こ
う
と
決
め
た
が
、
冴
子
は
、
そ
の
想

い
に
応
え
る
こ
と
な
く
、
鷲
田
の
前
で
駅
の
ホ
ー
ム

か
ら
電
車
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
自
ら
の
命
を

絶
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
鷲
田
は
、
誰
に
も
裁
い
て

も
ら
う
こ
と
の
で
き
な
い
罪
を
抱
え
て
、
裁
判
官
を

辞
め
、
妻
子
と
も
別
れ
、
道
東
の
釧
路
の
地
で
弁
護

士
と
し
て
、
25
年
間
、
誰
と
も
関
わ
る
こ
と
な
く
国

選
弁
護
事
件
の
み
を
担
当
し
な
が
ら
ひ
っ
そ
り
と
孤

独
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
愛
し
た
女
性
を
死

に
追
い
や
っ
て
し
ま
っ
た
自
分
自
身
を
裁
き
罰
を
科

す
よ
う
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

裁
判
所
へ
続
く
ゆ
る
や
か
な
坂
道
、
駅
か
ら
駅
へ

ど
こ
ま
で
も
続
く
線
路
、
果
て
の
街
・
釧
路
の
美
し

く
悲
し
い
情
景
の
も
と
で
、
鷲
田
は
、
過
去
に
複
雑

な
事
情
を
抱
え
て
い
る
女
性
と
出
逢
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
止
ま
っ
て
い
た
時
間
が
動
き
始
め
ま
す
。

　

鷲
田
は
、
釧
路
地
裁
で
若
い
女
性
・
椎
名
敦
子
（
本

田
翼
）の
刑
事
事
件
の
弁
護
を
担
当
し
た
が
、敦
子
は
、

鷲
田
の
自
宅
を
訪
ね
て
き
て
、
あ
る
人
（
交
際
相
手
）

を
探
し
て
欲
し
い
と
依
頼
し
て
き
ま
し
た
。鷲
田
は
、

国
選
弁
護
以
外
の
個
人
の
依
頼
は
受
け
な
い
と
一
度

は
断
っ
た
も
の
の
、
家
族
に
見
放
さ
れ
誰
に
も
頼
る

こ
と
な
く
生
き
て
き
た
敦
子
の
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

そ
う
す
る
う
ち
、
敦
子
の
存
在
は
、
長
い
間
止
ま
っ

て
い
た
鷲
田
の
心
を
少
し
ず
つ
動
か
し
て
い
き
、
敦

子
も
ま
た
鷲
田
と
の
出
逢
い
に
よ
っ
て
、
自
分
の
生

き
る
道
を
見
い
だ
し
て
い
く
の
で
し
た
。
敦
子
は
、

交
際
相
手
の
男
性
の
服
役
を
機
に
男
性
と
分
か
れ
て

1
人
で
生
き
て
い
こ
う
と
決
心
し
、
鷲
田
に
見
送
ら

れ
て
釧
路
駅
か
ら
新
し
い
就
職
先
へ
向
か
い
ま
す
。

鷲
田
は
、
息
子
の
結
婚
式
ヘ
の
出
席
を
当
初
は
出
る

資
格
が
な
い
と
し
て
断
っ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は

父
を
慕
う
息
子
の
気
持
ち
に
応
え
て
結
婚
式
に
出
席

す
る
決
断
を
し
、
新
し
い
人
生
の
始
発
駅
・
釧
路
か

ら
列
車
に
乗
り
込
み
ま
す
。
終
点
だ
と
思
っ
て
い
た

場
所
が
始
ま
り
の
場
所
に
な
る
。
終
点
駅
が
未
来
へ

の
一
歩
・
新
し
い
人
生
の
始
発
駅
に
な
る
。
こ
の
映

画
の
感
動
的
な
最
後
の
シ
ー
ン
で
す
。マ
イ
・
リ
ト
ル
・

ラ
バ
ー
の
歌
う
主
題
歌
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
が
こ
の
シ
ー

ン
を
一
層
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
浩
市
は
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
映
画
・
ド
ラ
マ

に
出
演
し
て
き
た
が
、
こ
の
映
画
で
人
生
の
悔
恨
と

人
間
の
孤
独
・
苦
悩
を
抱
え
た
難
し
い
役
柄
を
見
事

に
演
じ
き
っ
て
お
り
、
俳
優
と
し
て
の
新
境
地
を
切

り
開
き
ま
し
た
。
尾
野
真
千
子
は
、
主
人
公
の
愛
し

た
過
去
の
女
性
を
演
じ
て
お
り
、「
私
の
中
に
風
が
吹

い
た
」と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
す
。
尾
野
真
千
子
は
、

こ
の
映
画
で
は
連
ド
ラ
「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
で
の

主
人
公
の
明
る
い
快
活
な
役
柄
と
異
な
り
ク
ー
ル
な

影
の
あ
る
女
性
を
印
象
的
に
演
じ
て
い
ま
す
。
本
田

翼
は
、こ
れ
ま
で
の
明
る
く
前
向
き
な
女
性
と
は
違
っ

た
、
孤
独
で
暗
い
過
去
を
背
負
い
人
生
に
迷
う
女
性

と
い
う
重
い
役
柄
を
演
じ
、
女
優
と
し
て
の
新
し
い

一
面
を
み
せ
て
い
ま
す
。
本
田
翼
は
、
こ
の
映
画
に

つ
い
て
、「
重
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
が
、
人
生
を
後
悔

の
な
い
よ
う
に
生
き
よ
う
、
逃
げ
て
ば
か
り
で
は
ダ

メ
だ
と
、
最
後
は
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
温
か
い
作

品
で
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
映
画
は
、
出
演
し
た
俳
優
や
女
優
に
と
っ
て

も
役
者
と
し
て
の
現
在
の
到
達
点
（
終
着
駅
）
と
未

来
へ
の
一
歩
・
新
し
い
人
生
の
始
発
駅
に
な
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
貴
重
な
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　
金

　
指

　
と
も
子（

高
二
十
一
回
）

　
「
知
的
で
素
敵
な
方
！
」

　

戸
塚
洋
二
先
生
の
奥
様
の
第
一
印
象
で
す
。

　

戸
塚
先
生
の
顕
彰
碑
除
幕
式
に
出
席
さ
れ
る
奥
様

の
送
迎
と
い
う
大
役
を
、「
富
士
高
Ｏ
Ｇ
ふ
じ
ざ
く
ら

の
会
」
の
役
員
と
し
て
、
石
川
晶
子
さ
ん
（
現
会
長
）

と
共
に
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

除
幕
式
を
前
に
し
た
十
二
月
二
十
三
日
、
富
士
川

楽
座
の
戸
塚
洋
二
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
館
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
の
終
了
後
に
、
奥
様
と
富
友
会
の
役
員

の
方
々
と
の
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、
私
も
同
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
こ
そ
緊
張
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
気
品
さ
と
気
さ
く
さ
を
お
持
ち
の
奥
様

と
の
打
ち
合
わ
せ
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
め
ら

れ
、
大
筋
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
確
認
で
き
、
心
の
負

担
が
少
し
和
ら
ぐ
よ
う
で
し
た
。

　

次
に
、
計
画
表
に
基
づ
い
て
、
石
川
さ
ん
と
更
に

具
体
的
な
動
き
を
詰
め
て
い
き
ま
し
た
。
新
幹
線
富

士
駅
か
ら
富
士
高
ま
で
の
移
動
に
か
か
る
時
間
を
調

べ
、ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
富
士
に
昼
食
の
予
約
を
入
れ
、

当
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
る
と
と
も
に
、
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動
き
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
お
き
ま
し
た
。

　

奥
様
と
お
話
す
る
際
に
先
生
の
業
績
等
の
情
報
を

得
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
と
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
館
に

展
示
し
て
あ
っ
た
先
生
の
著
書
三
冊
を
取
り
寄
せ
ま

し
た
。「
戸
塚
教
授
の
「
科
学
入
門
」E=m

c²

は
美
し

い
！
」「
地
底
か
ら
宇
宙
を
さ
ぐ
る
」
は
、
内
容
が
難

し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
が
ん
と
闘
っ
た
科
学
者
の
記
録
」
は
、
ご
自
分
の

病
状
を
科
学
者
の
眼
で
冷
静
に
記
録
し
、
分
析
さ
れ

て
い
く
様
子
に
驚
き
、
圧
倒
さ
れ
る
思
い
で
し
た
。

先
生
の
ご
無
念
さ
、
支
え
続
け
ら
れ
た
奥
様
の
ご
心

痛
は
い
か
ば
か
り
か
と
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

涙
ぐ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
一
月
九
日
、
新
幹
線
富
士
駅
に
奥
様
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

昼
食
時
、
奥
様
は
私
た
ち
の
質
問
に
率
直
に
答
え

て
く
だ
さ
り
、
話
の
つ
ぎ
穂
を
失
う
こ
と
な
く
会
話

が
続
き
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　

除
幕
は
、
奥
様
・
梶
田
先
生
・
富
士
市
長
な
ど
八

人
の
方
々
の
手
に
よ
り
行
わ
れ
、
光
電
子
増
倍
管
の

形
を
し
た
顕
彰
碑
が
姿
を
見
せ
ま
し
た
。
こ
の
碑
に

刻
ま
れ
た
穏
や
か
な
笑
顔
の
先
生
の
お
顔
が
印
象
的

で
し
た
。

　

私
達
は
、
除
幕
式
だ
け
で
な
く
富
士
高
新
聞
部
員

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
十
二
回
生
と
の
懇
談
に
も
立
ち

会
う
こ
と
が
で
き
、
先
生
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
で
起
き
た
事
故
に
陣
頭

指
揮
を
と
ら
れ
た
こ
と
、
予
算
要
求
に
苦
労
さ
れ
た

こ
と
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
先
生
が
科
学
者
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
責
任
者
と
し
て
も
ご
苦
労
さ
れ

て
事
業
を
遂
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

神
経
を
す
り
減
ら
し
な
が
ら
仕
事
に
真
向
か
わ
れ
た

先
生
の
偉
大
さ
と
、
内
助
の
功
で
支
え
続
け
た
奥
様

の
暖
か
な
愛
が
感
じ
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。

　

無
事
に
奥
様
を
お
送
り
し
、
ほ
っ
と
す
る
と
と
も

に
、
し
ば
ら
く
高
揚
感
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

　

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
宮

　
﨑

　
　
　
裕（

高
二
十
六
回
）

　

消
化
器
内
科
医
の
私
と
産
婦
人
科
医
の
妻
と
で
地

域
医
療
を
す
る
な
ら
故
郷
で
と
、
母
校
新
潟
大
学
の

あ
る
新
潟
市
か
ら
富
士
市
に
戻
り
、
竪
堀
駅
近
く
に

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
い
て
早
17
年
に
な
り
ま
す
。
近
隣

の
病
院
に
勤
務
せ
ず
に
開
業
し
た
た
め
、
ゼ
ロ
か
ら

の
出
発
で
し
た
。そ
ん
な
私
に
同
級
生
だ
け
で
な
く
、

先
輩
、
後
輩
、
恩
師
が
「
宮
﨑
帰
っ
て
き
た
の
か
。

頑
張
れ
よ
。」
と
応
援
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
専
門
性

の
高
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
目
指
す
医
療
を
実
践
す

る
一
方
、
地
域
に
根
付
い
た
医
療
を
行
う
こ
と
が
で

き
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
富
友
会
の
縁
に
深

く
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
、
田
ノ
岡
三
郎
の
最
新
ア

ル
バ
ム
「
ｓ
ｎ
ｏ
ｗ
ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
ア
ル
バ
ム
の
名
前
を
聞
い
た
と
き
、
こ
の
花
の
花

言
葉
「
希
望
」「
慰
め
」
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
私
の

恩
師
で
あ
り
肝
臓
病
学
の
権
威
、
市
田
文
弘
教
授
は

「
患
者
を
治
す
こ
と
に
全
力
を
挙
げ
る
の
は
当
然
、
患

者
が
生
き
よ
う
と
す
る
「
希
望
」
に
寄
り
添
い
、
苦

し
さ
を
い
た
わ
り
「
慰
め
る
」
た
め
に
全
身
全
霊
を

捧
げ
な
さ
い
。」
と
常
々
弟
子
た
ち
に
言
っ
て
い
ま
し

た
。
私
の
医
師
と
し
て
の
原
点
で
す
。
こ
の
言
葉
を

心
に
日
々
診
療
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
富
士
市
医

師
会
理
事
、
県
肝
友
会
顧
問
医
師
、
県
水
泳
連
盟
支

援
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
な
ど
と
し
て
地
域
に
役
立
て

れ
ば
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
で
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
厚
労
省
の
「
思
春
期
地
方
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
高
校
生

が
当
院
を
訪
れ
ま
す
。
富
士
高
生
も
い
ま
す
。
開
院

し
て
数
年
し
た
こ
ろ
か
ら
現
在
の
富
士
高
に
対
し
違

和
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
8
年
ほ
ど
前

に
妻
が
富
士
高
の
学
校
評
議
員
に
な
っ
た
際
に
父
兄

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
な
か
に
「
昔
の
富
士
高
と
違

う
。」「
変
わ
っ
た
。」「
自
由
で
な
く
な
っ
た
。」
と
い

う
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
聞
い
て
驚
き
ま
し

た
。
中
退
者
や
不
登
校
者
が
多
い
の
で
す
。「
学
校
に

な
じ
め
な
い
」「
集
団
い
じ
め
が
あ
る
」「
私
大
専
願

に
す
る
と
罵
倒
さ
れ
る
」「
高
圧
的
な
授
業
が
怖
い
」

等
々
理
由
は
様
々
で
す
。
富
士
高
Ｏ
Ｂ
が
校
長
で
も

教
頭
で
も
常
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ

う
な
生
徒
は
ご
く
一
部
だ
と
の
指
摘
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
希
望
を
抱
い
て
富
士
高
に
入
学

し
た
大
切
な
後
輩
で
す
。
希
望
を
失
わ
ず
に
何
と
か

卒
業
・
進
学
ま
で
た
ど
り
着
い
て
欲
し
い
と
支
援
し

て
い
ま
す
。
人
材
豊
富
な
富
友
会
と
し
て
Ｏ
Ｂ
が
現
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役
生
を
支
援
す
る
「
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
」
の
よ
う
な

も
の
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
「
休
肝
日
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
。
恩
師

市
田
教
授
が
30
数
年
前
に
広
め
た
言
葉
と
さ
れ
て
い

ま
す
。「
健
康
の
た
め
に
は
週
1
回
は
飲
ま
な
い
日
、

休
肝
日
を
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
こ

れ
が
一
般
的
な
解
釈
で
す
。
酒
飲
み
の
市
田
教
授
は

「
わ
し
の
場
合
は
週
1
回
休
め
ば
い
く
ら
で
も
飲
ん
で

い
い
ん
じ
ゃ
。」
で
し
た
。
ま
た
酒
量
と
死
亡
率
と
の

関
係
は
全
く
飲
ま
な
い
人
よ
り
1
日
に
1
合
弱
飲
む

人
の
ほ
う
が
死
亡
率
が
低
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
。
お
酒
の
好
き
な
会
員
皆
様
へ
の
「
ｓ
ｎ
ｏ
ｗ

ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
」
で
す
。

随
想
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
イ
ベ
ン
ト
業
と
い
う
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
井

　
出

　
　
　
譲（

高
二
十
八
回
）

　

私
は
、
縁
あ
っ
て
株
式
会
社
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
富
士

で
イ
ベ
ン
ト
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
業

と
い
う
仕
事
は
、
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
業
種
だ
と

思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
業
の
仕
事
は
大
き
く
分
け
て

３
つ
の
形
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

一
つ
は
、毎
年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
例
え
ば
、

富
士
ま
つ
り
や
各
企
業
の
納
涼
祭
で
す
。
実
行
委
員

会
・
各
委
員
会
の
皆
様
が
企
画
さ
れ
た
内
容
を
形
に

し
て
い
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
生
み
出
し
て
い
く

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
実
績
に
よ
っ
て
は
、
毎
年
の
恒
例

行
事
に
発
展
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
イ
ベ
ン
ト
用
品
の
レ
ン
タ
ル
で
す
。

毎
年
の
イ
ベ
ン
ト
は
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

好
評
で
あ
っ
て
も
少
し
ず
つ
進
化
を
し
て
お
客
様
や

参
加
者
の
皆
様
の
反
応
を
見
て
い
き
ま
す
。
企
画
段

階
で
受
け
て
い
て
も
、
実
際
の
反
響
は
あ
ま
り
よ
く

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
場
合
、
各
年
で
実
行
委
員
会
の
担
当
の
方

が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
担
当
の
方
は
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
企
画
を
出
さ
れ
ま
す
。
よ
り
よ
い
行
事
を
と

の
願
い
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
参
加
者
の

皆
様
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
消
化
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
企
業
や
自
治
会
で
の
お
祭
り
に
少
し
ず

つ
変
化
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
従
来
は
、
企
業
内
の

社
員
の
皆
様
が
出
店
し
、
焼
き
鳥
・
焼
き
そ
ば
・
カ

キ
氷
な
ど
な
ど
色
々
な
飲
食
を
調
理
し
振
舞
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
調
理
を
し
て
い
る
と
担
当
の

社
員
の
方
々
は
お
祭
り
自
体
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来

ず
、
お
祭
り
が
終
了
す
る
と
片
付
け
も
あ
る
。
二
次

会
に
参
加
で
き
な
い
。
ま
た
、
特
に
夏
の
お
祭
の
場

合
は
、
食
の
安
全
性
、
売
れ
残
り
な
ど
の
場
合
の
材

料
の
処
分
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
お
祭
り
の
ブ
ー
ス
に
露
店
商
の
方
々

に
出
店
し
て
い
た
だ
き
、
安
全
で
お
い
し
い
そ
し
て

ち
ょ
っ
と
凝
っ
た
も
の
を
提
供
す
る
ス
タ
イ
ル
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の
新
規
の
イ
ベ
ン
ト
の
考
案
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
担
当
に
な
っ
た
方
は
、
多
く
の
場
合
、

相
当
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

各
企
業
や
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
担
当
で
お
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
や
り
た
い
こ
と
の
願

望
や
イ
メ
ー
ジ
は
あ
っ
て
も
な
か
な
か
形
に
し
て
い

く
の
が
困
難
な
よ
う
で
す
。
出
来
る
限
り
多
く
の
時

間
を
割
い
て
い
た
だ
き
、
担
当
の
方
と
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
、
そ
の
企
画
を
整
理
し
、
実
際
の
形
に
し
て

い
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明

確
に
し
、
い
か
に
効
果
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

出
来
る
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

三
つ
目
の
備
品
レ
ン
タ
ル
は
、
弊
社
の
手
持
ち
以

外
に
も
同
業
の
仲
間
か
ら
手
配
を
し
ま
す
。

　

こ
の
業
に
携
わ
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
最
中
や
終
了

後
に
担
当
者
や
来
場
さ
れ
た
方
の
笑
顔
を
見
る
こ
と

が
一
番
の
幸
せ
で
す
。

　

ま
た
、
設
営
で
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
お
給
料
を

も
ら
い
な
が
ら
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
も
出
来
る
と
言
う
一

石
二
鳥
な
仕
事
で
す
。
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平
成
二
十
八
年
度
総
会
を
終
え
て

髙
野
　
典
政
（
高
二
十
七
回
）

　

第
九
十
四
回
富
友
会
総
会
は
、
平
成
二
十
八
年
八
月

二
十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
富
士
市
交
流
プ
ラ
ザ
で
の
開
催
に
も
ど
り
総

会
・
講
演
会
を
行
い
、
懇
親
会
に
つ
い
て
は
、
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
富
士
に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
計
画
の
中
で
「
戸
塚
洋
二
先

生
顕
彰
事
業
」
が
紹
介
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
平
成
二
十
七
年
十
二
月
に
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
振
動
発
見
の
業
績
で
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
東
大
教

授
梶
田
隆
章
氏
が
受
賞
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
そ
の

発
見
を
世
界
に
先
が
け
て
発
表
し
た
本
校
校
友
戸
塚
洋

二
先
生
に
注
目
が
集
ま
り
、
偉
業
を
顕
彰
す
る
機
運
が

た
か
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
発
表
が
あ
っ
た
時
、
多
く
の
校
友
の
皆
様
が
、

戸
塚
先
生
ご
存
命
で
あ
れ
ば
埼
玉
県
川
越
高
校
の
み
な

ら
ず
静
岡
県
立
富
士
高
校
も
、
全
国
に
い
や
世
界
中
に

紹
介
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
、
唇
を
噛
み
締
め
ら
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
総
会
で
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
昨
年
夏
の

全
国
高
校
総
体
に
お
い
て
初
出
場
・
初
優
勝
を
果
た
し

た
富
士
高
山
岳
部
（
女
子
）
の
快
挙
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
偉
業
に
対
し
て
小
室
会
長
よ
り
花
束
の
贈

呈
が
あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
近
の
部
活
動
報
告
と
言
え
ば
、
文
化
部
の
活
躍
が

目
立
っ
て
お
り
、
久
し
ぶ
り
に
運
動
部
の
成
果
が
報
告

さ
れ
、
本
校
本
来
の
文
武
両
道
の
面
目
躍
如
と
な
り
、

多
く
の
校
友
の
喜
び
を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
年
度
か
ら
予
算
付
け
さ
れ
た
富
友
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、
本
格
的
に
開
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら

概
要
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
有
効
活
用
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

総
会
に
引
き
続
い
て
講
演
会
が
行
わ
れ
、
講
師
は
フ

ジ
テ
レ
ビ
・
チ
ー
フ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
佐
野
瑞
樹
氏
に

「
テ
レ
ビ
の
つ
く
り
方
」
の
演
題
で
お
願
い
し
ま
し
た
。

佐
野
氏
は
今
年
度
担
当
年
次
で
あ
る
高
校
四
十
二
回
生

に
あ
た
り
、
大
勢
の
同
級
生
の
出
席
が
あ
り
例
年
の
総

会
に
比
べ
て
若
い
年
代
の
参
加
に
寄
与
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

当
日
も
朝
六
時
か
ら
八
時
半
ま
で
の
「
め
ざ
ま
し
ど

よ
う
び
」
と
い
う
生
番
組
を
一
本
こ
な
し
、
そ
の
足
で

新
幹
線
に
乗
り
富
士
市
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

講
演
後
の
懇
親
会
に
も
お
付
合
い
願
い
、
さ
ら
に
そ
の

後
同
級
生
と
の
同
窓
会
に
も
参
加
し
、
そ
の
日
の
う
ち

に
東
京
に
戻
り
、
次
の
日
に
は
新
潟
競
馬
場
で
の
「
み

ん
な
の
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ａ
」
の
生
番
組
を
こ
な
す
と
い
う
超

ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
拘

ら
ず
快
く
富
友
会
総
会
の
講
演
会
講
師
を
引
き
受
け
て

く
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　

講
演
内
容
に
つ
い
て
も
、
毎
年
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー

と
し
て
出
演
し
て
い
る
富
士
市
に
は
お
馴
染
み
の
「
富

士
山
女
子
駅
伝
」
の
テ
レ
ビ
制
作
の
裏
話
等
も
交
え
大

変
興
味
深
く
聴
講
で
き

大
好
評
で
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
を
グ
ラ
ン
ド
富

士
に
移
し
て
の
懇
親
会

は
、
多
く
の
先
輩
・
後
輩

参
加
に
よ
り
立
錐
の
余

地
も
な
い
ほ
ど
の
大
盛
況

で
あ
り
ま
し
た
。
特
に
懇

親
会
を
担
当
し
て
く
れ

た
担
当
年
次
の
高
校

三
十
二
回
生
は
、
長
い
富

士
高
の
歴
史
の
中
に
お
い

て
唯
一
夏
の
高
校
野
球
に

出
場
し
た
時
の
三
年
生
に

あ
た
り
、
そ
の
当
時
の
懐

か
し
い
映
像
を
ビ
デ
オ
に

編
集
・
放
映
し
て

く
れ
、会
場
は
先
輩
・

後
輩
共
々
、
懐
古

の
念
に
浸
た
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　

多
数
の
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
し
て
頂

き
、
お
か
げ
を
も
ち

ま
し
て
収
支
に
つ
い

て
は
黒
字
と
な
り
、

早
速
戸
塚
洋
二
先

生
顕
彰
事
業
に
、
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総
会
会
計
剰
余
金
（
三
十
万
円
）
と
し
て
寄
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
校
友
の
皆
様
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
総
会
・
懇
親
会
を
通
じ
て
協
力
し
て
く

れ
た
同
級
生
の
二
十
七
回
、
担
当
年
次
の
三
十
二
回
、

三
十
七
回
、
四
十
二
回
の
役
員
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
ご
尽
力
頂
い
た

各
年
次
幹
事
の
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
し
て
、

ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

女
子
生
徒
の
活
躍
に
驚
き
、そ
し
て
感
動
！

　
富
嶽
祭
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

　
　
　
小
池
　
智
明
（
高
二
十
九
回
）

　
「
60
歳
の
前
年
（
59
歳
）
は
、
我
々
の
学
年
が
富
友

会
コ
ー
ナ
ー
の
担
当
だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

3
年
、
富
嶽
祭
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
富
友
会
美
術
同
好
会
」
を
は
じ
め
と
す
る
卒
業
生

の
皆
様
の
絵
画
、
写
真
な
ど
の
作
品
を
展
示
、
紹
介
す

る
「
富
友
会
コ
ー
ナ
ー
（
富
友
会
Ｏ
Ｂ
の
部
屋
）」
を
、

我
々
が
運
営
す
る
の
に
備
え
て
で
す
。

　

今
年
は
本
番
で
、
前
日
の
設
営
、
当
日
の
運
営
・
片

付
け
と
、
10
名
ほ
ど
の
29
回
卒
業
生
が
入
れ
替
わ
り
で

当
番
を
務
め
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
作
品
が
今
年
も
そ
ろ
い
、
高
校
生
た
ち

も
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
の
富
友
会
総
会
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た

め
の
準
備
の
打
合
せ
等
も
、
こ
の
機
会
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

30
回
、
31
回
の
皆
様
、
同
級
生
で
そ
ろ
そ
ろ
声
掛
け

を
始
め
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

私
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
Ｏ
Ｂ
で
、
現
在
Ｏ
Ｂ
会
長

を
拝
命
し
て
い
ま
す
が
、
私
が
高
校
の
頃
は
、
富
嶽
祭

と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選
が
重
な
っ

て
お
り
、
富
嶽
祭
（
文
化
の
部
）
の
記
憶
が
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
準
決
勝
（
土
曜

日
）、
決
勝
（
日
曜
日
）
が
重

な
り
、土
曜
日
は
富
嶽
祭
へ
、

日
曜
日
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の

応
援
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

女
子
は
2
年
連
続
優
勝
し

全
国
へ
の
切
符
を
勝
ち
取
り
、

男
子
も
久
し
ぶ
り
に
3
位
と

好
成
績
で
し
た
。

　

女
子
は
石
川
直
樹
監
督

（
33
回
）、
男
子
は
青
木
俊
太

郎
監
督
（
56
回
）
と
、
と
も
に
Ｏ
Ｂ
が
就
任
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
Ｏ
Ｂ
会
も
応
援
に
力
が
入
り
ま
す
。

　

皆
様
の
中
に
は
、「
え
っ
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
っ
て
女
子

も
あ
っ
た
っ
け
？
」
と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
で
創
部
21
年
で
す
。

　

ま
た
山
岳
部
は
、女
子
部
が
昨
年
全
国
大
会
初
出
場
・

初
優
勝
と
い
う
快
挙
を
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

富
嶽
祭
に
出
か
け
て
感
じ
る
の
は
、
女
子
生
徒
の
多

さ
と
、
男
女
一
体
と
な
っ
た
仲
の
良
さ
、
活
躍
で
す
。

こ
う
書
く
こ
と
自
体
、
時
代
に
つ
い
て
行
け
て
い
な
い

自
分
を
感
じ
る
の
で
す
が
、
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
全
国
大
会
は
、「
南
東
北
総

体
」
と
し
て
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
福
島
県
内
を
会
場
に

8
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

山
岳
部
女
子
も
2
年
連
続
出
場
し
ま
す
。

　

富
友
会
会
員
の
皆
様
、「
躍
動
す
る
富
士
高
女
子
」

の
応
援
を
!!

　

そ
し
て
「
男
子
も
負
け
る
な
!!
」

同
窓
会
報
告

　
　
　
佐
藤
　
和
子
（
高
十
回
）

　

８
月
20
日
（
土
）．
富
士
高
94
回
総
会
。

　

女
子
19
人
・
男
子
20
人
参
加

　

朝
、
4
時
頃
に
は
目
が
覚
め
て
し
ま
っ
た
。
久
し
ぶ

り
に
同
級
生
た
ち
と
会
え
る
、
と
思
う
と
数
日
前
か
ら

わ
く
わ
く
し
て
い
る
。

　

今
日
も
朝
か
ら
真
夏
の
空
だ
。
日
課
に
な
っ
て
い
る

有
度
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
く
。
一
回
り
し
て
1
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時
間
40
分
ほ
ど
だ
。

　

近
ご
ろ
、
ワ
ク
ワ
ク
、
ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ
…
と

い
う
ナ
マ
の
感
覚
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
、

地
面
を
踏
む
足
に
力
が
入
る
。
足
の
運
び
に
も
勢
い
が

あ
っ
た
。
嬉
し
い
こ
と
が
あ
る
と
、
身
体
は
き
ち
ん
と

反
応
す
る
の
だ
。

　

午
前
中
、
2
時
間
ほ
ど
は
「
畑
」
の

草
取
り
な
ど
に
励
ん
だ
。
ど
ろ
ん
こ
の

手
を
洗
い
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
赤
い
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
が
う
ち
の
前
に
止
ま
っ
た
。

　

こ
の
日
は
ミ
サ
ト
さ
ん
の
お
嬢
さ
ん
が
送
迎
を
し
て

く
だ
さ
る
と
の
こ
と
で
、
今
日
の
私
は
勿
体
な
い
よ
う

な
身
分
な
の
だ
。

　

運
転
席
に
は
ミ
ド
リ
さ
ん
。
こ
の
前
の
総
会
以
来
だ
。

お
久
し
ぶ
り
で
す
。
車
中
に
は
、
す
で
に
同
窓
会
の
空

気
が
流
れ
て
い
る
。

　

ク
ル
マ
は
快
適
な
速
度
で
バ
イ
パ
ス
を
駈
け
る
。

　

ミ
サ
ト
さ
ん
は
自
分
の
感
覚
に
自
信
を
持
っ
て
い
る
。

　

交
差
点
が
前
方
に
見
え
る
と
「
右
！
」「
左
！
」
と

指
示
を
出
す
の
だ
が
、
ミ
ド
リ
さ
ん
は
そ
の
指
示
を
本

気
で
聞
い
て
は
い
な
い
様
子
だ
。
素
直
に
返
事
は
す
る

の
だ
け
れ
ど
、
ポ
イ
ン
ト
が
近
づ
く
と
ち
ら
っ
と
ナ
ビ

に
目
を
や
っ
て
走
り
続
け
る
。

　

彼
女
に
よ
れ
ば
ミ
サ
ト
さ
ん
の
指
示
は
左
右
が
時
々

あ
べ
こ
べ
に
な
る
そ
う
だ
。
指
示
が
常
に
逆
で
あ
れ
ば

そ
の
よ
う
に
対
応
で
き
る
の
だ
が
、
と
き
に
は
正
確

だ
っ
た
り
す
る
の
で
…
、
と
笑
っ
て
い
た
。

　

ミ
サ
ト
さ
ん
と
私
は
同
級
生
だ
。
普
通
に
ト
シ
を

取
っ
て
い
れ
ば
当
然
頭
の
軟
化
は
あ
る
は
ず
な
の
だ
け

れ
ど
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
後
部
座
席
か
ら
運
転
席
に
向

か
っ
て
発
す
る
指
示
を
聞
い
て
い
る
と
、
5
学
年
違
い

の
先
輩
か
ら
後
輩
に
、
と
い
う
感
じ
だ
。
ミ
サ
ト
さ
ん

ち
で
は
圧
倒
的
に
先
輩
が
尊
敬
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
る
が
、
会
話
を
聞
い
て
い
る
と
仲
の
良
い
友
達
同

士
だ
。
こ
れ
は
、
素
敵
な
現
象
だ
ね
。

　

ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
に
は
す
で
に
数
人
の
同
級
生
が
た
む

ろ
し
て
い
た
。
時
刻
は
正
午
に
近
い
。
明
夫
さ
ん
が
菓

子
パ
ン
を
買
っ
て
き
た
の
だ
が
、
シ
ア
タ
ー
に
は
座
る

場
所
が
な
い
。
ベ
ン
チ
も
な
い
。

　

昼
食
前
の
人
た
ち
は
三
々
五
々
適
当
な
お
店
に
出
か

け
て
い
っ
た
。「
み
ん
な
が
来
た
と
き
に
、
誰
も
い
な
い

の
で
は
気
の
毒
だ
」
と
、
睦
代
さ
ん
は
自
販
機
の
コ
ー

ヒ
ー
と
菓
子
パ
ン
で
昼
食
を
す
ま
せ
た
よ
う
だ
。

　

開
始
時
間
前
に
は
、
大
ホ
ー
ル
の
殆
ど
の
席
が
埋

ま
っ
て
い
た
。
10
回
卒
の
メ
ン
バ
ー
は
早
々
と
集
合
し

て
一
番
い
い
席
を
占
め
て
い
る
か
ら
、
舞
台
の
一
部
始

終
を
観
察
で
き
る
。

　

壇
上
向
か
っ
て
左
手
に
旧
富
士
中
の
校
旗
を
旧
富
士

中
卒
業
生
が
、
右
手
に
は
今
年
度
の
当
番
幹
事
だ
ろ
う

か
。富
士
高
校
旗
を
捧
げ
て
舞
台
の
両
脇
に
控
え
て
い
た
。

　

20
分
近
く
遅
れ
て
総
会
が
始
ま
り
、
仕
来
り
通
り
に

校
歌
斉
唱
。
在
学
中
に
は
そ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
歌
だ

と
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
半
世
紀
以
上
も
時
が
過
ぎ
る

と
、
お
っ
と
り
し
た
リ
ズ
ム
が
精
神
に
良
い
効
果
を
与

え
た
感
じ
。

　

壇
上
で
校
旗
を
支
え
て
い

た
旧
富
士
中
の
ジ
イ
ち
ゃ
ん

の
腰
が
フ
ラ
つ
い
て
き
た
。

か
な
り
の
時
間
、
立
ち
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
か
ら
ね
。
め

ざ
と
い
後
輩
が
二
人
、
ジ
イ
ち
ゃ
ん
の
そ
ば
に
立
ち
、

そ
れ
と
な
く
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
。な
か
な
か
い
い
シ
ー

ン
だ
っ
た
。

　

旗
手
を
努
め
た
大
先
輩
は
壇
か
ら
降
り
て
自
席
に
戻

り
、
後
輩
た
ち
に
「
来
年
も
旗
手
を
や
る
ぞ
」
と
、
宣

言
し
て
い
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

と
っ
く
に
還
暦
を
過
ぎ
た
ん
だ
か
ら
、
も
う
、
何
を

言
っ
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
ね
。
喜
寿
を
迎
え
た
婆
ち
ゃ

ん
の
独
り
言
で
す
。

　

高
校
1
年
に
な
っ
た
ば
か
り
の
時
代
。
体
育
館
だ
っ

た
か
講
堂
だ
っ
た
か
、
し
っ
か
り
覚
え
て
い
な
い
け
れ

ど
も
、
何
か
の
試
合
が
あ
る
と
、
私
た
ち
は
大
き
な
場

所
に
集
合
し
て
応
援
歌
の
練
習
を
さ
せ
ら
れ
た
。
汗
臭

く
て
ガ
ラ
の
悪
い
上
級
生
た
ち
が
、
下
級
生
に
応
援
歌

を
歌
わ
せ
る
の
だ
が
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
リ
ズ
ム
も
有
っ

た
も
の
じ
ゃ
な
い
。
こ
ん
な
も
の
歌
じ
ゃ
な
い
よ
と
思

い
つ
つ
、
上
級
生
の
お
っ
さ
ん
た
ち
が
お
っ
か
な
い
か

ら
歌
っ
て
い
る
ふ
り
を
し
て
い
た
け
れ
ど
、
応
援
歌
の

練
習
時
間
は
永
遠
に
続
く
か
と
思
う
ほ
ど
、
長
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
日
の
富
友
会
で
は
平
成
の
応
援
団
が

彼
等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
た
。
応
援
団

長
が
、
透
き
通
っ
た
張
り
の
あ
る
声
で
リ
ー
ド
を
す
る
。

後
ろ
に
並
ぶ
団
員
た
ち
が
一
糸
乱
れ
ぬ
動
き
で
リ
ズ
ム

を
刻
む
。
真
っ
白
い
手
袋
。
動
き
が
な
め
ら
か
で
美
し

い
。
新
し
い
ダ
ン
ス
を
鑑
賞
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

応
援
団
に
偏
見
を
抱
い
て
い
た
私
だ
っ
た
が
、
い
つ

の
日
か
、
こ
の
少
年
た
ち
と
一
緒
に
甲
子
園
の
ア
ル
プ
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だ
よ
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ス
ス
タ
ン
ド
で
母
校
の
応
援
が
で
き
る

こ
と
を
切
望
し
た
の
だ
っ
た
。

　

式
次
第
に
則
っ
て
総
会
は
進
行
す
る
。

　

富
友
会
の
総
会
は
、
各
界
で
相
当
の

の
地
位
を
占
め
る
人
た
ち
が
多
い
。
ご

挨
拶
を
さ
れ
る
名
士
も
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
聴
講
を
す
る
側
に
と
っ
て
は
、
お
話
を
聞
い

て
い
る
時
間
が
甚
だ
し
く
長
く
な
る
。（
早
く
終
わ
っ

て
、
10
回
生
の
宴
会
に
な
ら
な
い
か
な
ぁ
）、

な
ん
て
、
そ
ん
な
無
礼
な
考
え
は
ち
ら
っ

と
も
浮
か
ば
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
…

　

ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
シ
ャ
ー
プ
な
挨

拶
を
!!
。
私
は
い
つ
も
、心
か
ら
、そ
う
願
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

総
会
の
締
め
く
く
り
に
、
42
回
卒
・
フ
ジ
テ
レ
ビ
編

成
局
の
チ
ー
フ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
：
佐
野
瑞
樹
氏
の
講
演

が
あ
っ
た
。
こ
れ
も
、
長
か
っ
た
け
れ
ど
、
退
屈
は
し

な
か
っ
た
。

　

佐
野
瑞
樹
さ
ん
は
、「
テ
レ
ビ
の
つ
く
り
方
」
と
い

う
標
題
で
講
演
を
さ
れ
た
。

　

全
国
区
の
テ
レ
ビ
と
な
れ
ば
、
観
る
人
、
聞
く
人
、

そ
の
対
象
は
べ
ら
ぼ
う
に
大
き
い
。
わ
ず
か
な
ミ
ス
が

そ
の
ま
ま
見
過
ご
さ
れ
る
こ
と
な
ん
か
な
い
の
だ
。

　

マ
ス
コ
ミ
と
い
う
怪
物
を
手
な
づ
け
る
に
は
、
そ
の

人
が
人
生
で
最
も
優
れ
た
能
力
を
駆
使
で
き
る
年
代
で

あ
っ
て
も
苦
労
が
多
い
は
ず
だ
。
聞
く
人
に
よ
っ
て
は

か
な
り
お
タ
ク
っ
ぽ
い
講
演
内
容
だ
っ
た
が
、
私
に
は

と
て
も
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
数
分
の
カ
ッ
ト
を
撮
る
た
め
に
、
何
十
、

何
百
と
い
う
フ
ィ
ル
ム
を
点
検
し
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
た

め
の
原
稿
を
作
り
、
時
間
を
計
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
埋

め
込
む
。
一
つ
の
番
組
に
は
膨
大
な
資
料
と
人
が
関

わ
っ
て
い
る
な
ど
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
い
て
は
い
た

け
れ
ど
、
実
際
に
現
場
で
そ
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る

方
の
声
で
聞
く
の
と
は
、
言
葉
の
伝
わ
り
方
が
違
う
。

　

私
に
と
っ
て
は
講
演
の
内
容
が
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

　

総
会
の
日
に
、
富
士
高
山
岳
部
の
女
子
が
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
ト
ッ
プ
成
績
を
収
め
た
そ
う
だ
。す
ご
い
こ
と
だ
。

　

4
人
の
「
富
士
高
女
子
山
岳
部
員
」
が
富
友
会
総
会
・

会
場
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。
嬉
し
か
っ
た
ね
。
一
人

は
読
図
、
一
人
は
タ
イ
ム
、
一
人
は
歩
荷
、
一
人
は
全

体
を
把
握
し
て
見
事
な
日
本
一
に
な
っ
た
の
だ
。

　

見
晴
る
か
す
「
将
来
」
を
持
っ
て
い
る
あ
な
た
た
ち
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
山
を
体
験
で
き
る
の

だ
ろ
う
。
山
歩
き
の
端
っ
ぽ
を
か
じ
っ
た
者
と
し
て
、

最
大
の
賞
賛
を
込
め
て
拍
手
を
し
た
。
強
い
絆
で
結
ば

れ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い

　

総
会
が
終
わ
っ
た
。「
こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
！
」。
私

は
大
急
ぎ
で
10
回
卒
の
た
め
の
二
次
会
・
会
場
に
急
い

だ
の
だ
っ
た
。

　

待
つ
こ
と
20
分
余
。
10
回
卒
の
、
殆
ど
全
員
が
勢
揃

い
し
た
。
さ
ほ
ど
広
く
は
な
い
お
店
の
中
は
、
喜
寿
世

代
の
若
者
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　

同
世
代
が
集
う
と
、
一
気
に
気
分
が
高
校
生
に
な
っ

て
し
ま
う
。
孫
の
話
を
し
て
い
て
も
、
自
分
た
ち
は
高

校
生
な
の
だ
。

　

不
思
議
な
一
体
感
で
店
の
中
は
異
次
元
の
世
界
。
同

級
生
だ
か
ら
こ
そ
、
許
さ
れ
る
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
。

　

予
定
の
時
間
を
30
分
ほ
ど
も
過
ぎ
て
か
ら
、
田
辺
さ

ん
が
「
お
し
ま
い
」
の
サ
イ
ン
を
出
し
た
。

　

名
残
惜
し
い
が
、
ト
シ
は
ト
シ
。

　

元
気
を
出
し
尽
く
し
て
お
疲
れ
気
味
で
は
あ
っ
た

が
、
み
ん
な
、
素
敵
な
満
足
を
抱
え
て
帰
宅
の
途
に
つ

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

大
き
な
集
ま
り
を
企
画
す
る
の
は
、
年
齢
と
と
も
に

「
カ
ッ
タ
ル
サ
」
も
大
き
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
の
だ

が
、田
辺
さ
ん
、ム
ッ
チ
ャ
ン
、明
夫
さ
ん
。
そ
れ
か
ら
、

富
士
在
住
の
同
級
生
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を

掛
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

参
加
し
た
人
た
ち
は
、
た
っ
ぷ
り
の
満
足
感
を
抱
い

て
帰
路
に
着
い
た
は
ず
だ
。
本
当
に
、
感
謝
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

KAZU
KO

冨
士
高
Ｏ
Ｇ
ふ
じ
ざ
く
ら
の
会

平
成
29
年
度
行
事
予
定

　

＊
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　

平
成
29
年
10
月
14
日
（
土
）

　
　

13
時
30
分
開
演

　
　

ロ
ゼ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル 

　
　
「
長
唄
三
味
線　

佐
藤
さ
く
ら
子
（
高
59
回
）

　
　

＆
バ
イ
オ
リ
ン
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」 

　

＊
新
春
の
つ
ど
い 

　
　

平
成
30
年
１
月
27
日
（
土
）

　
　

11
時
～　
　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
富
士 

　

お
問
合
せ
先

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
０
─

２
１
８
４
─

９
９
８
８

　

石
川
（
高
20
回
）
ま
で
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部活動の記録

【陸上競技部】

新人戦							      県大会出場

		  高橋菜々花　２年	 100ｍ

						     200ｍ

		  畑　　祐希　２年	 400ｍ

		  植田　　葵　２年	 800ｍ

						     1500ｍ

		  磯野　桂吾　２年	 1500ｍ

						     5000ｍ（東海出場）

		  丸山　智子　２年	 3000ｍ（東海出場）

		  青木　鈴夏　２年	 3000ｍ

		  窪田　真大　２年	 110ｍＨ

		  斎藤　範伎　２年	 400ｍＨ

		  久保田芽実　２年	 400ｍＨ

		  篠原　理玖　２年	 3000ｍｓｃ

運 動 部

【野球部】

春季大会　東部大会		  第５位

　　　　　県大会		  １回戦敗退

全国高等学校野球選手権　静岡大会

							      ３回戦敗退

秋季大会　東部大会		  ３回戦敗退

富士市スポーツ祭　高校野球の部	 準優勝

【サッカー部】

平成28年度高校総体東部地区大会	 10位

第95回全国高校サッカー選手権

　静岡県予選				   ２回戦敗退

静岡県東部Ｂユースリーグ		  優勝

立て明日の我等の為に

2016富嶽祭　体育の部にて
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　個人　１ペア		  県大会８位

							      東海出場

新人戦

　団体　							      東部７位

【女子ソフトテニス部】

第64回高校総体

　団体　							       東部７位

県大会出場

　個人　中山・西山ペア		  東部32位

							      県大会出場

新人戦

　団体　							      東部９位

							      県大会出場

　個人　渡井・高野ペア		  東部16位

							      県大会出場

【男子バスケットボール部】

平成28年度　静岡県高等学校総合体育大会

　バスケットボール競技		  東部地区予選

　２回戦　　対市立沼津		  73対68

　３回戦　　対三島北		  45対92

　順位決定戦

　１回戦　　対御殿場南		  67対54

　２回戦　　対日大三島		  63対85

　11位決定戦

　　　　　　対富土東	 71対56 （11位）

平成28年度　静岡県高等学校総合体育大会

　バスケットボール競技

　１回戦　　対浜松学院		  41対146

		  小熊　優志　１年	 走高跳

		  北川　　鈴　２年	 走高跳

　女子４×100ｍリレー

		 （渡邉・高橋・北川・久保田）

　女子４×400ｍリレー

		 （久保田・畑・高橋・渡邉）

県高校駅伝

　男子（磯野・袮次金・篠原・大岩・

　　　　樋口・金子・三浦）

　女子（丸山・青木・植田・畑・宮本）

【男子ハンドボール部】

静岡県高校総体東部予選		  ３位

静岡県高校総体県大会		  ３回戦敗退

静岡県高校選手権大会		  ベスト８

静岡県高等学校新人戦東部予選		  ３位

【女子ハンドボール部】

高校総体東部予選		  優勝

高校総体県大会		  優勝

高校総体東海大会		  ベスト８

高校選手権大会		  優勝

高校新人戦東部予選		  優勝

高校新人戦					    優勝

【男子ソフトテニス部】

第64回高校総体

　団体					    東部８位

　							      県大会４位

							      東海出場
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５月　高校総体東部地区大会

　　　富士　０−２　富士宮東

８月　富士宮市バレーボール大会

　　　富士　０−２　日本航空

　　　富士　０−２　浜松工業

　　　富士　０−２　伊豆総合

　　　富士　０−２　富士宮西

　　　富士　０−２　吉原工業

　　　富士　０−２　星陵

９月　秋季東部選手権大会

　　　富士　０−２　下田

10月　富士市秋季バレーボール大会

　　　富士　０−２　富士宮北

　　　富士　２−０　星陵

　　　富士　２−０　吉原工業（第５位）

　　　全日本バレーボール高等学校選手権大会

　　　静岡県予選

　　　富士　０−２　浜北西

【女子バレーボール部】

５月　高校総体東部予選

　　　富士　２−０　伊豆総合

　　　富士　０−２　韮山

　　　富士　２−１　松崎

　　　富士　１−２　日大三島

　　　富士　０−２　下田

　　　高校総体県大会

　　　富士　０−２　島田商業

９月　秋季東部選手権大会

　　　富士　０−２　御殿場南

平成28年度東部新人バスケットボール

　選手権大会予選リーグ

　　　　　　対桐陽		  58対30

　　　　　　対御殿場		  45対57

　　　　　　対松崎		  38対50

　　　　　　対下田		  33対56

平成28年度第41回全国高等学校

　バスケットボール選抜優勝大会静岡県大会

　２回戦　　対藤枝東		  47対70

【女子バスケットボール部】

４月　インターハイ東部地区予選

　　　富士　41− 46　星陵

９月　東部新人選手権

　　　富士　25−56　三島南

　　　富士　39−87　沼津東

　　　富士　62−38　松崎

10月　選抜大会静岡県予選

　　　富士　16−37　榛原

【男子バレーボール部】

４月　春季東部選手権大会

　　　富士　０−２　伊東

　　　富士　２−０　沼津城北

　　　富士　０−２　富士宮北

　　　富士市春季バレーボール大会

　　　富士　２−１　富士東

　　　富士　２−１　富士見

　　　富士　０−２　富士宮東（準優勝）
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　　南和音・佐野友紀組　　　　 東部ベスト８

　							      県大会出場

　女子シングルス

　　若塚志帆　　　ベスト12		  県大会出場

　　若塚希帆　　　ベスト８		  県大会出場

　　南 和 音　　　ベスト24		  県大会出場

　　佐野友紀　　　ベスト12		  県大会出場

　　土屋季穂　　　ベスト32		  県大会出場

　女子　学校対抗

					    東部３位　　　  県大会ベスト８

【山岳部】

県総体登山競技　女子		  優勝

全国高等学校総合体育大会

　登山大会女子		  優勝

　　勝亦　恵未　吉田美知花　望月　笑花

　　佐伯　周音

県総体登山競技　男子		  ７位

　　林田誠志郎　島田　祐希　勝又　隆王

　　望月　拓真

クライミングコンテスト９月大会

　男子トップロープ部

　　櫻井　勇瑠		  優勝

　　佐藤　正弥		  ２位

　　武井　克海		  ４位

　　加藤　豪琉		  ７位

　リードの部

　　男子

　　　峯尾　俊作		  ６位

11月　全日本選手権大会静岡県予選

　　　富士　０−２　浜松湖北

【柔道部】

東部高校選手権

　個人　男子66㎏級		  二回戦敗退

東部新人戦

　個人　男子66㎏級		  一回戦敗退

【剣道部】

インターハイ東部予選

　男子団体	　　　　　　　　７位　県大会出場

　男子個人　望月光輝　　　13位　 県大会出場

東部選手権

　男子団体					    ８位

石垣杯							      出場

新人戦東部大会

　男子団体　　　　　　　　10位　 県大会出場

　男子個人　財津敬太　　　３位　 県大会出場

　女子個人　遠藤真知子　　８位　 県大会出場

昇段

　参段　井出成海　望月光輝

　　　　財津敬太　竹田夏巳

　弐段　鈴木紀香

【卓球部】

静岡県高等学校総合体育大会

　女子ダブルス

　　若塚志帆・若塚希帆組　		  東部ベスト４

							      県大会出場



─ 26 ─

学
校
だ
よ
り

【男子バドミントン部】

新人戦東部大会

　１年の部　細木・岡村ペア		  12位

学校対抗

　１回戦　富士　３−２　富士見

　２回戦　富士　１−３　伊東商業

　順位戦　富士　３−２　伊豆総合

　　　　　富士　３−２　富士宮北

		  　　　　　　　　５位　県大会出場

【女子バドミントン部】

新人戦東部大会

　１回戦　富士　０−３　吉原

県選手権大会

　新人の部シングルス

　　豊澤友香　　　　　　　10位　県大会出場

文 化 部

【吹奏楽部】

第49回静岡県管打楽器アンサンブルコンテスト

　東部大会　サクソフォン五重奏	 金賞

　　　　　　木管八重奏		  金賞

　　　　　　打楽器五重奏		  金賞

　　　　　　フルート四重奏		  銀賞

　県大会　　　サクソフォン五重奏	 銀賞

　　　　　　木管八重奏		  銀賞

　　女子

　　　佐伯　周音		  ８位

県高校クライミング競技大会

　　男子

　　　峯尾　俊作		  ９位

　　女子

　　　佐伯　周音		  ６位

【水泳部】

静岡県東部高等学校総合体育大会水泳競技

　　1500ｍ自由形

　　　　８位　３年　廣住　燎亮

　　200ｍバタフライ

　　　　９位　２年　佐野　元哉

　　男子800 ｍフリーリレー

　　　　６位　廣住・望月・棚橋・金指

静岡県東部高等学校新人水泳競技大会

　　100ｍバタフライ

　　　　６位　２年　棚橋　　愼

　　　　８位　２年　佐野　元哉

　　200ｍバタフライ

　　　　６位　２年　佐野　元哉

　　200ｍ背泳ぎ

　　　　９位　２年　大八木雄登

　　50ｍ自由形

　　　　８位　１年　中里　桃子

　　男子400ｍ×メドレーリレー

　　　　６位　大八木・棚橋・金指・佐野

　　男子400ｍフリーリレー

　　　　６位　佐野・大八木・棚橋・金指
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静岡県高等学校囲碁選手権大会（県大会）

　　金森　慧　　　　　　 優勝（全国大会出場）

全国高校囲碁選手権大会

　　金森　慧				   ベスト16

静岡県高校総合文化祭囲碁部門（東部）

　　金森　慧				  優勝（県出場）

　　時田桂吾		 　　　	   ４位（県出場）

　　鈴木悠斗			    ６位（県出場）

静岡県高校総合文化祭囲碁部門（県大会）

　　金森　慧				   優勝

東海地区高等学校囲碁選手権大会

　　金森　慧				   優勝

【将棋部】

第26回静岡県高等学校将棋新人戦

　東部地区大会　団体戦		  ６位

【美術部】

静岡県高等学校美術・工芸展

　東部展

入選絵画　「人魚姫」　　　　２年　望月　紅葉

　 〃 　 　「明かり」　　　　２年　前田　蒼生

　 〃 　 　「海底に流れる静かな時間」

					    　　　　　　２年　山田麻友香

　 〃 　 　「黎明」　　　　　２年　青木　円花

　 〃 　 　「ダメな子」　　　１年　鈴木紅麗葉

　 〃 　 　「天城トンネル」　１年　廣瀬　詩織

　 〃 　 　「思考」　　　　　１年　横田　愛加

　 〃 　 　「黄昏」　　　　　１年　綿野　里香

個人重奏コンテスト

　県大会　　　金管九重奏		  銀賞

　　　　　　金管十重奏		  銀賞

第57回静岡県吹奏楽コンクール

　東部大会					    銀賞

第24回静岡県高等学校吹奏楽祭

							      優秀賞

【音楽部】

静岡県軽音楽連盟新人大会コピー部門

							      奨励賞

【演劇部】

富士・富士宮地区高校演劇合同発表会

　　朝香里紗作

　　　「後藤を探しながら」		  優良賞

【囲碁部】

静岡県高等学校囲碁選手権大会（東部）

　男子団体の部

　　富士Ａ　　　　　　　　優勝（県大会出場）

　　　金森　慧　木内弘典　髙木優一郎

　　富士Ｂ　　　　　　　　３位（県大会出場）

　　　宮崎太希　杉澤彰宏　鈴木悠斗

　個人の部（県出場）

　　金森　慧				   優勝

　　木内弘典				   ２位

　　髙木優一郎		  ５位

　　時田桂吾				   ６位

　　宮崎太希				  ８位（県出場）



─ 28 ─

学
校
だ
よ
り

全国職域学生かるた大会

　団体戦　富士高校Ａ　Ｃ級６位

　　　　　富士高校Ｂ　Ｃ級３位

第４回奥の細道むすびの地全国競技かるた大垣大会

　Ｃ級　　望月菜々子		  ３位

第38回全国高等学校小倉百人一首かるた選手権大会

　団体戦　全国三回戦敗退（静岡県予選優勝）

　個人戦　Ｂ級　川内琢未		  ３位

　　　　　　　　荒岡海斗		  ４位

　　　　　Ｃ級　鈴木玲香		  優勝

　　　　　　　　本田詩温		  準優勝

　　　　　　　　城ゆうか		  準優勝

　　　　　Ｄ級　佐藤めぐみ		  ３位

　　　　　　　　佐藤伸哉		  ３位

　　　　　　　　鈴木絵梨佳		  ３位

第30回全国かるたさがみ野大会

　　　　　Ｃ級　尾花　柊		  優勝

第40回全国高等学校総合文化祭

　小倉百人一首かるた部門

　　酒向玲都　　静岡県チーム		  第４位

　　　　　　　　静岡県代表として出場

第24回人麿の里・全国競技かるた益田大会

　　　　　Ｂ級　川内琢未		  準優勝

第66回全国かるた競技東京白妙大会

　　　　　Ｄ級　宮川愛海		  ３位

第３回静岡県小倉百人一首かるた初心者大会

　　　　　Ｄ級　遠藤愛佳		  準優勝

熊本復興支援シャリテ大会

　　　　　Ｂ級　川内琢未		  準優勝

　　　　　Ｄ級　陣野原翔		  優勝

地域でのパフォーマンス

　富士山紙フェア

【百人一首部】

全国競技かるた新春大会

　Ｄ級　　西條実姫		  優勝

　　　　　尾花　柊		  ３位

　　　　　杉山紘斗		  ３位

　　　　　松本和真		  ３位

第97回全国百人一首かるた競技横浜大会

　Ｃ級　　長　歩佳		  ３位

　Ｄ級　　鈴木玲香		  準優勝

　　　　　兼房千尋		  ３位

　　　　　菊池あすか		  ３位

　　　　　服部友紀		  ３位

第69回全国かるた競技東京東会大会

　Ｃ級　　川内琢未		  準優勝

　Ｄ級　　原田拓海		  準優勝

　　　　　室伏凜香		  ３位

第66回全国かるた競技東京白妙大会

　Ｂ級　　荒岡海斗		  ３位

　　　　　川内琢未		  ４位

　Ｃ級　　上地珠希		  準優勝

　　　　　青島秀悟		  ３位

第88回全国かるた競技学生選手権大会

　Ｄ級　　松下航大		  優勝

　　　　　山本紗矢佳		  準優勝

第11回全国高校生かるたグランプリ

							      第４位
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　　　「祭りの後」　　　　16ＨＲ　飯村　建成

平成28年度静岡県東部高等学校写真連盟

　第２回コンクール

　　一席

　　　「白昼夢」　　　　　17ＨＲ　遠藤優梨香

　　特選

　　　「電車の軌跡」　　　25ＨＲ　淺野　裕久

　　　「金魚による大奥」    17ＨＲ　梅津　晴花

　　入選

　　　「誰もいない」　　　26ＨＲ　菊地　健太

　　　「アナザースカイ」　23ＨＲ　深井　秀昭

　　　「今行くぞ!!」　　　  22ＨＲ　佐野　真彩

　　　「満天」　　　　　　17ＨＲ　遠藤優梨香

　　　「嫌な夢」　　　　　16ＨＲ　飯村　建成

　　　ピープルズチョイス		  第１位

第34回静岡県高等学校写真コンクール

　入選

　　　「金夜景」　　　　　38ＨＲ　森下　太郎

　　　「咆哮」　　　　　　35ＨＲ　三村　明穂

　　　「のぞみ」　　　　　23ＨＲ　深井　秀昭

　　　「噴射」　　　　　　22ＨＲ　佐野　真彩

　　　「みてみて」　　　　11ＨＲ　𠮷村　陽香

第40回全国高等学校総合文化祭

　写真部門出場

　　　　　　　　　　　　22ＨＲ　佐野　真彩

【書道部】

第35回全国橘花書道展

　条幅の部

　　大賞　全日本書道連盟奨励賞　木下　綺菜

　　　　　　　　北澤礼韻		  優勝

第28回静岡県高校かるた選手権大会

　団体戦　　　　富士高校Ａ		  優勝

　　　　　　　　富士高校Ｂ		  準優勝

第28回静岡県高校かるた新人大会

　団体戦　富士高校Ａ

　　　　　富士高校Ｂ

　　　　　富士高校Ｃ

東海地区高等学校かるた大会

　競技の部　富士高校		  ３位

　読誦の部　加藤みのり		  優秀賞

【写真部】

平成28年度静岡県東部高等学校写真連盟

　第１回コンクール

　　１席

　　　「雨の應援」　　　　17ＨＲ　川口　楓

　　特選

　　　「金夜景」　　　　　38ＨＲ　森下　太郎

　　　「旅つ」　　　　　　26ＨＲ　菊地　健太

　　入選

　　　「get!!!!」　　　　　  35ＨＲ　三村　明穂

　　　「咆哮」　　　　　    35ＨＲ　三村　明穂

　　　「男祭り」　　　　    38ＨＲ　森下　太郎

　　　「予感」　　　 　　   38ＨＲ　梁　　瑗真

　　　「赤い脈動」　　　　34ＨＲ　小林　映太

　　　「青春の１ページ」　33ＨＲ　山口あすか

　　　「雨の中で吹く」　　21ＨＲ　山本　珠希

　　　「噴射」　　　　　　22ＨＲ　佐野　真彩

　　　「見る・視る・魁」　17ＨＲ　萬　　舞桜
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表 紙 写 真 を 提 供 し て い た だ け ま せ ん か ？

　富友会会誌の表紙になる富士山の写真をお持ちの方、御提
供下さい（縦長の構図で、初夏のものを希望します）。来年５
月までに富友会校内幹事までお寄せ下さい。
　（再来年度以降の掲載となります。）

　半紙の部

　　大賞　焼津市教育委員長賞　　樫原　　舞

　　大賞　静岡市日中友好協会長賞

　　　　　　　　　　　　　　　　	瀧本　萌子

　大賞　橘書道会長賞　　　　　　	植田　　遥

　準大賞　静岡県書道連盟理事長賞

　　　　　　　　　　　　　　　　	鷺坂　有璃

　　　　　　　　　　　　　　　　	加藤すみれ

平成28年度静岡県高文祭

第62回静岡県高校書道展

　特選（平成29年度全国高文祭出品）

　　　　　　　　　　　　　　　　	白倉佳那子

　特選　　　　　　　　　　　　　	望月　　豪

第69回静岡県書道連盟書き初め展

　県議会議長賞　　　　　　　　　	望月　　豪

富士市制50周年記念賞　　　　　　	白倉佳那子

【英語部】

平成28年度静岡県高等学校

　英語スピーチコンテスト東部予選出場

　　		  　　　　　　　　　２年	荻　結香子

　　		  　　　　　　　　　１年	寶持　　舞

【新聞部】

第40回全国高校新聞年間紙面審査

							      優秀賞

平成28年度　静岡県高校新聞コンクール

							      最優秀賞

【自然科学部】

科学の甲子園予選　　　　　７位・17位・23位

理科研究発表会　東部大会		  最優秀賞

米の宮ぐるん・ぱ　ピタゴラショー

富嶽祭　文化の部		  尚志殊勲賞

【映画研究部】

ＮＰＯ法人映画甲子園主催

高校生のための eiga worldcup 2016

　地域部門　日本ケーブルテレビ連盟賞
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　平成29年度入試が終わり、卒業生はそれぞれの道
を歩きだした。思えば、卒業に至るまでは険しい道程
であった。入学して初めての模試は惨憺たる結果で、
富士高の今後はどうなることかと危機感を覚えた。そ
れからというもの各教科のテコ入れが始まった。例年
は実施していない数学の週テストはその代表であろ
う。2年の終わりまで続いた。生徒たちはよくついて
来てくれたと思う。

　富士高には進路ストーリーという進路指導計画があ
る。特に3年次はその時々に行うべきことが詳細に定
められている。学年部はその計画を遂行するのに一苦
労なのだが、逆にいえば例年通りのことをしていれば、
例年とそれほど大差のない結果を残すことが出来る。
富嶽祭後から放課後補講が始まる。7限までの授業の
あとに、75分間の補講がほぼ毎日ある。土曜講座が
間に入り、それは12月まで続く。夏休みは夏期補講、
冬休みは冬期補講があって、センター試験後には直前
補講がある。28年度はセンター試験が早かったため、
直前補講は28日間に及んだ。それぞれの補講が単独
で計画されているわけではなく、1年間をスパンとし
て計画されている。もちろん、過去の蓄積の上に成り
立っている。28年度卒業生も学校を信じてついてき
た結果、下記のような進学実績を残すことが出来た。

　受験勉強は３年からスタートというより、既にその
下地づくりは1年生から始まっている。最難関の大学
への合格を成し遂げた生徒をみると、ひたすら学習の
積み重ねを続けることが成功への近道ではないかと思
う。近道といっても長く遠い道のりである。もちろん
無為に学習しているのではなく、自分の中の弱点を把
握し克服しながら学習していると思う。そんなに努力
しても、試験当日の出来、不出来はあるので事前の模
試の判定がよくても必ずしも合格するとは限らない。
常に不安と背中合わせ、いくら勉強しても満足感は得

られない。準備を100％完璧にすることなど出来ない
のだ。不安や焦燥のあまり投げ出したくなる気分の日
もある。そんなときに、支えになってくれるのがクラ
スメートであり、同じ志をもつ仲間たちだ。模擬試験
を受けて、その問題についてお互いの出来を語りあう。
この問題はこう解いた、彼はこういうアプローチをし
た。みんな、それほど出来ているわけでもないな。た
わいもない会話が気持ちをほぐし、同時にそれが刺激
となる。ひとりで勉強しているとこうはいかない。悩
んで考えすぎるあまり自分の中で逡巡し、しまいには
神経が参ってしまう。机をならべて同じ場所で学習し
ているだけでは団体戦とは言わない。共にがんばる仲
間の存在によって相乗効果が生まれ、1人のときには
発揮出来ないような力が発揮出来る。集団にパワーを
生み出すための心がけをまとめたものが「富士高団体
戦　５ケ条」だろう。

「富士高団体戦　５ケ条」（説明部分、多少アレンジした）
１　遅刻・早退・欠席をしない。
　　健康管理を心がける。時間を守る。
２　授業を大切にする。部活・行事を大切にする。
　　毎日の授業や部活に全力を注ぐ。
３　責任ある個人戦なくして団体戦はありえない。
　　個のがんばりがチームの力を生み出す。
４　仲間の存在を忘れない。
　　一人ひとりのがんばる姿がお互いを刺激しあう。
　　時として仲間の存在に勇気づけられる。
５　最後まで粘り強く闘い抜く。
　　�粘り強く取り組む姿勢は今後の人生の大きな財

産になることだろう。

　１、２年の学習の積み重ねの量により最終的な到達
点となる目標が決まる。さらに努力を続けた先に合格
がある。今年のチーム富士高の健闘を祈る。

　旧3年部学年主任　青木　正明

合格へのみちのり

現　　　役 既　卒　者 現・既　計 計
大学種別コード 本年度 （昨年度） 本年度 （昨年度） 本年度 （昨年度） 本年度 （昨年度）

国 立 大 学 146 （164） 16 （　 8） 162 （172）
203 （220）

公 立 大 学 40 （　42） 1 （　 6） 41 （　48）
私 立 大 学 701 （733） 57 （　55） 758 （788） 758 （788）
国 公 立 短 期 大 学 0 （　 2） 0 （　 0） 0 （　 2）

0 （　 4）
私 立 短 期 大 学 0 （　 1） 0 （　 1） 0 （　 2）
文 科 省 所 管 外 大 学 0 （　 0） 0 （　 1） 0 （　 1） 0 （　 1）
各種学校・専修学校 1 （　 5） 1 （　 0） 2 （　 5） 2 （　 5）

総　　　　計 888 （947） 75 （　71） 963 （1,018） 963 （1,018）

	 合格者数一覧	
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入学年度
29年度 28年度 27年度

大学別 現 既 現 既 現 既

駒 沢 女 子 1 2
実 践 女 子 8 1 10 5
芝 浦 工 業 33 2 31 1 48 4
順 天 堂 4 7 8 1
上 智 4 1 6
昭 和 3 1 1
昭 和 女 子 7 3 6
昭 和 薬 1
女 子 美 術 1
女 子 栄 養 5 1 2
白 百 合 女 子 1 1
成 蹊 10 6 7
成 城 7 2 6 4
聖 心 女 子 1
清 泉 女 子 1
専 修 12 22 8 2
創 価 1 1
大 正 1
大 東 文 化 2 2 9
拓 殖 1
玉 川 5 4 6 1
多 摩 美 術 1
中 央 15 1 25 2 18 2
津 田 塾 7 1 7 5
帝 京 2 1 2 1 3
東 海 11 9 9
東 京 医 科 1
東 京 家 政 2 3 4
東 京 経 済 2 4 1 1
東 京 工 科 7 7 5 1
東 京 工 芸 1
東 京 慈 恵 医 科 2
東 京 女 子 18 1 11 12
東 京 女 子 医 1 1 1
東 京 電 機 9 1 14 12 2
東 京 農 業 5 2 8 1 17 3
東 京 薬 科 2 1 1 1 2
東 京 都 市 16 1 29 2 8 2
東 京 理 科 27 9 27 6 35 5
東 邦 3 1 1 1 5 1
東 洋 8 3 17 32 1
二 松 学 舎 1
日 本 22 3 29 3 18 6
日 本 獣 医 生 命 1
日 本 社 会 事 業 2
日 本 女 子 12 2 11 1 13
日 赤 看 護 1
法 政 26 1 33 7 29 2
武 蔵 1
武 蔵 野 5 1 11 7
武 蔵 野 美 術 5
明 治 21 23 3 32 4

入学年度
29年度 28年度 27年度

大学別 現 既 現 既 現 既

明 治 学 院 12 31 1 12 2
明 星 2
明 治 薬 科 2 4
立 教 4 1 13 1 17
立 正 3
早 稲 田 7 3 1 14 3
学 習 院 女 子 1
麻 布 3 1 1
神 奈 川 14 11 13 1
神 奈 川 工 科 4 4 8
鎌 倉 女 子 3 1 1
関 東 学 院 10 2 1
相 模 女 子 1 4
聖隷マリアンナ医科 2
東洋英和女学院 1 1
フ ェ リ ス 女 子 6
横 浜 商 科 1
横 浜 薬 科 1 1
横 浜 創 英 1
新 潟 薬 1
新 潟 青 陵 1
北 陸 1
金 沢 工 業 11 5
諏 訪 東 京 理 科 1
健 康 科 学 1
岐 阜 聖 徳 学 園 2 1 1
岐 阜 女 子 4
中 部 学 院 1
静 岡 理 工 科 1 2 1
聖 隷 ク リ ス ト 6 4 2
常 葉 96 91 80 2
静 岡 英 和 学 院 4 1
浜 松 学 院 1
静 岡 福 祉 2 2
愛 知 2 1
愛 知 医 科 1 2 1
愛 知 学 院 1 2
愛 知 工 業 1 1 2
愛 知 淑 徳 1 1
金 城 学 院 1
至 学 館 1
椙 山 女 学 園 1 1
大 同 1
中 京 1 4 7
中 部 1 3
名 古 屋 外 語 2 1 3
名 古 屋 経 済 1
名 古 屋 女 子 1
豊 田 工 業 1
南 山 2 2 4
日 本 福 祉 2 1
藤 田 保 健 衛 生 2 1 4 1

入学年度
29年度 28年度 27年度

大学別 現 既 現 既 現 既

名 城 3 4 5
鈴 鹿 医 療 科 学 3
名 古 屋 文 理 2
名 古 屋 学 芸 1
京 都 外 語 1 1 1
京 都 女 子 6 7 1
京 都 光 華 女 子 1
同 志 社 4 1 5 2 5 3
同 志 社 女 子 1 2 3
佛 教 1 1
立 命 館 21 8 24 5 24 2
龍 谷 3 1
大 阪 医 科 1
大 阪 工 業 2
大 阪 電 気 通 信 1
関 西 1 1 2 5 1
関 西 外 語 3
近 畿 9 1 9 3 3
関 西 国 際 1
関 西 学 院 2 2 3
神 戸 学 院 3 2
天 理 1
武 庫 川 女 子 1
奈 良 1
畿 央 1
岡 山 理 科 1 4 2
山 口 東 京 理 科 1
福 岡 1

〈私立大学合計〉 701 57 733 55 755 83

【短大・準大・専修】
防 衛 大 学 校 1
水 産 大 学 校 1
静岡県大短大部 2 1
上 智 大 短 大 部 1
東京農大短大部 1
東京家政短大部 1
常 葉 大 短 大 部 1
東邦大学佐倉看護専門学校 1
埼玉医大附属総合医療センター看護専門学校 1
東京医学技術専門学校 1
愛北看護専門学校 1
金沢医療付属看護専門学校 1
石川県立総合看護専門学校 1
東海医療工学専門学校 1
静岡市立看護専門学校 1 2
静岡医療秘書学院 1

〈 短 大 等 合 計 〉 1 1 8 2 6 1

現・既別
現・既別

現・既別
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大 学 別 合 格 者 数 （ 延 数 ）
入学年度

29年度 28年度 27年度

大学別 現 既 現 既 現 既

【国　立　大　学】
北 見 工 業 1

北 海 道 6 5 1 5

北 海 道 教 育 2 1

室 蘭 工 1

弘 前 1

岩 手 1

東 北 9 12 6 2

秋 田 2 2

山 形 2 1 1

福 島 1 1

茨 城 4 3 6 2

筑 波 1 1 4

宇 都 宮 1 1 2

群 馬 1 1 2 1

埼 玉 4 2 1

千 葉 7 1 12 10

東 京 海 洋 1

お 茶 の 水 女 子 2 1 1

電 気 通 信 7 1 4 1

東 京 5 1 2 1 4 1

東 京 医 歯 1 1 1

東 京 外 語 1 2

東 京 学 芸 2 3

東 京 工 業 1

東 京 農 工 3 1 3 8

一 橋 1

横 浜 国 立 4 1 5 2 10

上 越 教 育 1

新 潟 1 2 2

富 山 1 1 2

金 沢 6 7 5 1

福 井 3 3 1

山 梨 6 1 5 13

信 州 8 1 9 3

岐 阜 1 2 3

静 岡 25 2 35 2 44

浜 松 医 科 4 7 5

愛 知 教 育 1 2 1

名 古 屋 8 2 13 7 1

名 古 屋 工 業 2 1 1

滋 賀 1

三 重 3

京 都 2 1 1 2 1

京 都 工 芸 繊 維 1

入学年度
29年度 28年度 27年度

大学別 現 既 現 既 現 既

大 阪 6 1 4 1

大 阪 教 育 1

神 戸 1 1

奈 良 女 子 3 2 2

和 歌 山 1

鳥 取 2 1 1

島 根 1

岡 山 1 1 1

広 島 6 2 2

山 口 1 1

徳 島 1 1 1 1

愛 媛 1 1 1

高 知 1 1

九 州 2 1

長 崎 1 1

宮 崎 1

鹿 児 島 1

〈国立大学合計〉 146 16 164 8 180 20

【公　立　大　学】
秋 田 県 立 1

県 立 米 沢 栄 養 1

宮 城 2 1

会 津 2 1

群 馬 県 立 女 子 1 1 1

群馬県立県民健康科学 1

高 崎 経 大 1 5

前 橋 工 科 1

首 都 大 東 京 3 4 2 10

神 奈 川 保 福 1 2

横 浜 市 立 3 2 1 2 1

長 岡 造 形 1

新 潟 県 立 1

石 川 県 立 1 1

福 井 県 立 1

山 梨 県 立 2 2 2

都 留 文 科 1 2

静 岡 文 化 芸 3 5 2

静 岡 県 立 13 1 14 1 9 1

名 古 屋 市 立 1 1

大 阪 府 立 1 3

兵 庫 県 立 2 1

神 戸 市 外 語 1 1

香 川 保 健 医 療 1 1

島 根 県 立 1

岡 山 県 立 1 1

入学年度
29年度 28年度 27年度

大学別 現 既 現 既 現 既

県 立 広 島 1

高 知 県 立 2

高 知 工 科 1

〈公立大学合計〉 40 1 42 6 41 3

【私　立　大　学】
藤 女 子 1

酪 農 学 園 1 1

北 海 道 医 療 2 1

北 海 道 科 学 1

仙 台 1

東 北 医 薬 1

東 北 芸 術 工 科 1

つ く ば 国 際 1

国 際 医 療 福 祉 1 2 3

共 栄 1

埼 玉 医 科 1 1

埼 玉 工 業 1

城 西 1

日 本 保 健 医 療 1

明 海 1

獨 協 医 科 1

獨 協 3 5 1

文 教 2 1 4 9

日 本 薬 科 1 1

日 本 医 療 科 学 1

神 田 外 語 3 2 1

城 西 国 際 1

千 葉 科 学 1

千 葉 工 業 16 22 12 6

帝 京 平 成 1

千 葉 科 学 1

和 洋 女 子 1

青 山 学 院 6 11 4 10 4

亜 細 亜 1

桜 美 林 1 2

大 妻 女 子 1 1 1

学 習 院 6 6 2

北 里 12 1 5 1 19

共 立 女 子 6 1 4

杏 林 3 3 4

慶 應 3 1 2 1 10 2

工 学 院 3 6 11 2

国 学 院 3 3 9

国 士 舘 2 2 1

駒 澤 15 2 19 1 13

現・既別
現・既別

現・既別
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最近３年間の卒業生の合格状況
１．合格状況の分析
⑴　国公立大学
　2017年度の国公立大学の入試では、文系学部、特に
教育学系統に関する改組が進み、それに伴う理系学部の
改編や募集数の変化が多くみられた。本校からの志願者
の多い名古屋大学においても改組が行われ、倍率や動向
の見えにくい入試となった。また、国公立大学後期入試
の募集人数は減少を続け、本年度も複数の大学で後期日
程募集が廃止となっている。
　そうした中、本校の今年の国公立大学現役合格者数は、
前期155名、中・後期31名、合計186名という結果であっ
た。センター試験後、前述のとおり後期入試が縮小し、
周囲が次々と私大の合格や前期国公立大学への入学を手
にしている中、不安な気持ちを抱えながら歯を食いし
ばって中・後期へと果敢にチャレンジし、合格を勝ち取っ
てきた生徒諸君を職員は誇りに思っている。
　2017年度の３年生は、入学時の学力は例年に比べ低
かったものの、３年生の部活動終了後気持ちを切り替え
学習に励み、富士高団体戦の名のもと秋以降はセンター
試験対策に打ち込んで、６月マーク模試から大きく成績
を伸ばした生徒が多かった。東京大学５名を筆頭に、41
名が旧帝大以上の難関大学の合格を掴んだ。しかし同時
に、２次の記述力に最後まで不安を抱える生徒も散見さ
れた。センター試験ではある程度の点数は取ったものの、
２次試験で逆転されてしまうケースが見られた。今年度
はセンター試験の日程が早かった関係で、２次試験まで
に例年以上の直前補講を行うことができた。しかしそれ
は全国の受験生に共通することであり、センター試験７

科目のバランスを取りつつ学習しながら２次対応の記述
力を養成することの難しさを思い知った結果となった。
また、センター試験７割前後（静大レベル）の層の薄さ
は過去の模試でも指摘されていたが、結果もその通りと
なり、例年と比べると静大の合格者は大幅減となった。

難関国公立大学の結果　（　）内は昨年度人数。
東京5名（4）京都2名（0）医学部医学科2名（6）
東京工業0名（6）
一橋1名（0）大阪6名（1）東北9名（12）
名古屋2名（13）北海道6名（5）
九州2名（0）
⑵　私立大学
　今年の私大入試の特徴としては、募集定員以上の過剰
な水増し合格に規制がかかっている関係で、昨年同様
MARCHクラスや日東駒専クラスの大学の合格を取るこ
とは難しかった点があげられる。各大学が入学定員自体
を増やしてはいるが、入学しやすさにはつながらなかっ
たように思う。また、女子大人気の低迷が顕著で、有名
女子大学に比較的合格しやすかったことなども特徴とし
てあげられるだろう。今年度は早稲田大学、慶應大学合
わせて10名が合格した。難関受験を突破した努力をたた
えたい。
難関私立大学の結果　（　）内は昨年度人数。
早稲田7名（1）慶應義塾3名（2）東京理科27名（27）
立教4名（13）
明治21名（23）上智4名（0）同志社4名（5）
立命館21（24）

２．校種別合格者延数
校種

入試年度
国　立　大 公　立　大 私　立　大 短大・準大・各種 合　　　計
現役 既卒者 現役 既卒者 現役 既卒者 現役 既卒者 現役 既卒者

平　29　年　度 146 16 40 1 701 57 1 1 888 75
平　28　年　度 164 8 42 6 733 55 8 2 947 71
平　27　年　度 180 20 41 2 755 82 7 1 983 105

現・既別

３．校種別・系統別による現役合格者延数

校種

人　　　文 法・経・商・社会 理　　　工 医歯薬医療 教　　　育
29 28 27 29 28 27 29 28 27 29 28 27 29 28 27

国　　立 19 23 18 24 15 20 72 79 76 10 12 17 11 30 34
公　　立 4 16 15 17 9 11 10 7 4 4 7 10 0 0 0
私　　立 127 215 178 143 149 135 225 211 244 78 55 68 70 61 58
国公私立短 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0
準大・各種 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 4 0 0 0
合　　計 150 255 211 184 174 166 307 297 325 93 78 100 81 92 92

校種

農　水　産 家　　　　政 そ　の　他 合　　　計
29 28 27 29 28 27 29 28 27 29 28 27

国　　立 9 5 13 1 0 2 0 0 0 146 164 180
公　　立 1 1 1 4 1 0 0 1 0 40 42 41
私　　立 21 22 42 36 20 28 1 0 0 701 733 753
国公私立短 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 3 3
準大・各種 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 5 4
合　　計 31 28 56 41 21 31 1 2 0 888 947 981

系統
入

試
年

度

系統
入

試
年

度
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静岡県立富士高等学校・旧制富士中学校卒業生

人材の情報提供のお願い
　本校の卒業生も30,000余名を数え、多くの方々が各界で活躍されています。本校同窓の方々による

母校のためへの有形無形の御協力に対して、心より感謝申し上げます。在校生にとっては、諸先輩方

の活躍ぶりを見聞きすることで、母校愛を深めるとともに進路選択にも大きな目標となっています。

　現在本校では、卒業生やPTAの方々を講師に迎え、「進路講話」を実施しています。また、大学訪

問や進学相談等でも諸先輩方の話を伺うこともあります。これらの機会は生徒にとってたいへん貴重

なことで、進路決定にたいへん役立っています。そこで、今後も進路指導や教科指導さらにPTA活動

などで御協力いただきたく、各界で御活躍されている本校卒業生の方々のデータベース化を進めたい

と思います。つきましては、下表のような形式でファックス・郵送などにて情報を寄せていただけれ

ば幸いです。

　また、お寄せいただいたデータにつきましては、①富士高生に対する講話等の依頼以外には利用い

たしません。②講演等を依頼する場合には、学校が責任を持って改めて御本人に了解を取ります。

（富士高校進路課）

　　　　項　目　　　　　　　　内　　　　　　容

　　　　　１　　　　大学・諸機関で教育・研究職にいる方

　　　　　２　　　　上場企業等の経営者など

　　　　　３　　　　文化活動・執筆・芸能界・スポーツ等で活躍の方

　　　　　４　　　　国・地方自治体で活躍の方

　　　　　５　　　　その他

　　注意事項：本校卒業と公表されてもよい方を御紹介ください。

　　　　　　　自薦他薦を問いません。

　　　　　　　情報を提供してくださる方の連絡先もお知らせください。

郵送の場合　〒416-0903　富士市松本17　富士高校　進路課（望月伸）宛

FAXの場合　0545-64-7349　富士高校　進路課（望月伸）宛

該当者氏名 本校卒業年次 活　動　内　容 連絡先など
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毎
年
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
富
友
会
・
ク
ラ
ブ
後

援
会
賛
助
金
は
、
昨
年
度
一
、一
〇
三
件
の
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
有
り
難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

賛
助
金
は
お
気
持
ち
で
す
の
で
、
お
い
く
ら
で
も

（
一
口
に
満
た
な
い
一
、〇
〇
〇
円
、
二
、〇
〇
〇
円
で

も
）構
い
ま
せ
ん
。
な
お
、金
額
を
変
更
す
る
場
合
は
、

お
手
数
で
す
が
郵
便
局
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
富
友
会
の
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
下
さ
い

　

振
り
込
め
詐
欺
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
数
年
報

告
は
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
相
変
わ
ら
ず
県
内
の

高
校
で
名
簿
を
悪
用
し
た
と
思
わ
れ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。「
携
帯
電
話
が
壊
れ
た
」
な
ど
と
い
う

電
話
は
詐
欺
と
思
い
、
警
察
に
通
報
し
て
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

富
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ

　

富
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
出
来
ま
し
た
。
富
士

高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
普
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。是
非
ご
覧
下
さ
い
。各
支
部
・

各
年
次
の
活
動
等
の
紹
介
・
情
報
発
信
、
同
窓
会
開

催
時
の
掲
載
も
出
来
ま
す
。

積
極
的
に
ご
活
用
下
さ
い
。

　
http://w

w
w

.fuyu-kai.com
/ 

平
成
28
年
度
全
国
大
会
出
場
部
活
動

●
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
大
会

　

桑
原
朱
音　

遠
藤
彩
菜　

小
林
真
綾　

佐
藤
彩
音

　

杉
山
夏
菜　

望
月
歩
実　

正
木
愛
奈　

芦
澤
奈
々
カ

　

齋
藤
佳
子　

遠
藤
結
似　

佐
野
七
海　

高
階
ひ
か
り

　

中
野
佐
耶　

今
井
寧
　々

黒
川
柚
葉　

大
石
飛
鳥

　

杉
澤
七
月

　

8
月
1
日
㈪
～
8
月
8
日
㈪　

山
口
県
周
南
市
ほ
か

●
山
岳
部
女
子

平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
登
山
大
会　

全
国
優
勝

　
（
団
体
）
勝
亦　

恵
未
、
吉
田　

美
知
花
、

　
　
　
　

佐
伯　

周
音
、
望
月　

笑
花

　

8
月
6
日
㈯
～
8
月
10
日
㈬　

岡
山
県
真
庭
市
蒜
山
ほ
か

●
百
人
一
首
部

第
38
回
全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
選
手
権

　
（
団
体
）
主
将 

荒
岡　

海
斗　

副
将 

酒
向　

玲
都

　
　
　
　

三
将 

澄
田　

理
子　

四
将 

冨
田　

初
穂

　
　
　
　

五
将 

鈴
木　

真
由　

六
将 

上
地　

珠
希

　
　
　
　

七
将 
長　
　

歩
佳　

八
将 

川
内　

琢
未

　

7
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰　

滋
賀
県
大
津
市
近
江
神
宮
勧
学
館
ほ
か

第
40
回
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
広
島
大
会

　

県
代
表　

六
将 

酒
向　

玲
都

　

8
月
1
日
㈪
～
3
日
㈬　

広
島
県
呉
市

●
囲
碁
部

第
40
回
全
国
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会

　

金
森　

慧

　

7
月
26
日
㈫
～
27
日
㈬　

東
京
都
日
本
棋
院

●
新
聞
部

第
40
回
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
広
島
大
会

　

新
聞
部
門　

沼
野　

莉
子　
　

吉
川　

愛
美

　

7
月
29
日
㈮
～
8
月
1
日
㈪

●
写
真
部

第
40
回
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
広
島
大
会

　

写
真
部
門　

佐
野　

真
彩

　

7
月
30
日
㈯
～
8
月
1
日
㈪　

広
島
県
広
島
市
ほ
か

●
美
術
部

第
40
回
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
広
島
大
会

　

美
術
・
工
芸
部
門　

前
田　

蒼
生

　

7
月
30
日
㈯
～
8
月
3
日
㈬　

広
島
県
立
美
術
館
ほ
か

●
定
時
制

剣　
　

道　

日
下
部
真
結
花　

8
／
1 

日
本
武
道
館

柔　
　

道　

大
田　

玲
弥
（
男
子
中
量
級
）
8
／
7 

講
道
館

陸
上
競
技　

福
島　

俊
（
1
0
0
m
、2
0
0
m
、4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー
）

　

8
／
7
～
8
／
8　

修
善
寺

自
転
車
競
技　

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
部

　
　
　
　
　

伊
佐
治　

秀
幸　
　

秋
田　

千
夜

　
　
　
　
　

福
島　

俊

　

8
／
11
～
8
／
14 

駒
沢
陸
上
競
技
場

平
成
28
年
度  

富
友
会
会
務
報
告

平
成
28
年

４
月
16
日（
土
）	

東
京
支
部「
春
の
集
い
」　

	

中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

	

小
室
会
長
、杉
山
校
長
出
席

　
事
務
局
よ
り
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４
月
22
日（
金
）	

第
１
回
常
任
幹
事
会

	

富
士
高
校
視
聴
覚
室

	

会
務
・
会
計
報
告
、会
誌
原
稿
依

	

頼
、会
誌
発
送
の
件
等

５
月
31
日（
火
）	
第
２
回
常
任
幹
事
会

	
富
士
高
校
視
聴
覚
室

	
会
誌
原
稿
回
収
、総
会
関
係
、

	

富
嶽
祭
展
示
内
容
等

６
月
４
日（
土
）	

富
嶽
祭
展
示

　
　

５
日（
日
）	

担
当
：
高
校
28
回

６
月
16
日（
木
）	

富
士
宮
支
部
総
会

	

小
室
会
長
、井
上
幹
事
長
、

	

杉
山
校
長
出
席

６
月
28
日（
火
）	

第
３
回
常
任
幹
事
会

	

富
士
高
校
視
聴
覚
教
室

	

総
会
関
係
・
チ
ケ
ッ
ト
代
集
金
等

７
月
６
日（
水
）	

吉
原
支
部
再
開
準
備
会　
　

７
月
22
日（
金
）	

部
活
動
奨
励
金
授
与
式

	

富
士
高
校
小
会
議
室

	

小
室
会
長
出
席

７
月
29
日（
金
）	

本
部
役
員
会　

は
せ
が
わ

	

役
員
体
制
、戸
塚
先
生
顕
彰
事
業

	

に
つ
い
て
等

８
月
20
日（
土
）	

富
友
会
総
会

	

富
士
市
交
流
プ
ラ
ザ

	

会
務
・
会
計
報
告
、事
業
計
画
等

	

講
演
会
：
佐
野　

瑞
樹　

氏

	

（
フ
ジ
テ
レ
ビ
チ
ー
フ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

	

懇
親
会　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
富
士

	

担
当
：
高
校
27
回

９
月
15
日（
木
）	

本
部
役
員
会　

富
士
高
校
小
会
議
室

	

「
戸
塚
先
生
顕
彰
事
業
に
つ
い
て
」等

10
月
３
日（
月
）	

本
部
役
員
会　

富
士
高
校
小
会
議
室

	

「
戸
塚
先
生
顕
彰
事
業
に
つ
い
て
」等

10
月
23
日 （
日
）	

吉
原
支
部
総
会　

樟
泉
閣

	

小
室
会
長
、井
上
幹
事
長
、

	

杉
山
校
長
出
席

11
月
11
日 （
金
）	

富
士
支
部
総
会

	

小
室
会
長
、井
上
幹
事
長
、

	

寺
田
副
校
長
出
席

11
月
12
日 （
土
）	

静
岡
支
部
総
会　

ク
ー
ボ
ー
ル
会
館

	

小
室
会
長
、寺
田
副
校
長
出
席

11
月
14
日（
月
）	

本
部
役
員
会　

富
士
高
校
小
会
議
室

	

「
戸
塚
先
生
顕
彰
事
業
に
つ
い
て
」等

12
月
12
日（
月
）	

本
部
役
員
会　

富
士
高
校
小
会
議
室

	

「
戸
塚
先
生
顕
彰
事
業
に
つ
い
て
」等

平
成
29
年

１
月
９
日（
月
）	
戸
塚
先
生
顕
彰
碑
除
幕
式　

富
士
高
校
玄
関
前

１
月
28
日（
土
）	
ふ
じ
ざ
く
ら
の
会　

新
春
の
集
い

	

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
富
士

	

小
室
会
長
、校
長
出
席

１
月
31
日（
火
）	

県
・
市
、首
長
・
議
員
・
職
員
懇
談
会　

角
山

２
月
14
日（
火
）	

本
部
役
員
会　

富
士
高
校
小
会
議
室

	

「
戸
塚
先
生
顕
彰
事
業
会
計
報
告
」等

２
月
28
日（
火
）	

富
友
会
入
会
式　

富
士
高
校
体
育
館

	

入
会
の
言
葉
：
学
年
幹
事
長　

藤
野　

圭
佑

	

記
念
品
贈
呈　

学
年
副
幹
事
長　

南　

和
音

	

小
室
会
長
他
役
員
７
人
出
席

	

富
友
会
奨
学
金
授
与
式　

富
士
高
校
小
会
議
室

	

奨
学
生
：
全
日
制
６
人
、

	

定
時
制
４
人　

小
室
会
長
出
席

事
務
局
だ
よ
り

○�

卒
業
年
次
毎
の
タ
ッ
ク
シ
ー
ル
を
印
刷
し
ま
す
。

同
窓
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
下
さ
い
。
料
金
は

一
、五
〇
〇
円
で
す
。ま
た
、
八
十
周
年
記
念
の「
校

歌
・
応
援
歌
」の
Ｃ
Ｄ
を
五
〇
〇
円
で
販
売
し
て
い

ま
す
。ど
ち
ら
も
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

○「
同
窓
会
だ
よ
り
」の
原
稿
、写
真
を
募
集
し
ま
す
。

○
校
内
幹
事
の
異
動
に
つ
い
て

　

こ
の
春
の
校
内
幹
事
の
異
動
は
次
の
通
り
で
す
。

退
職　

山
田　

芳
史
（
27
回　

化
学
）
富
士
高
校

　
　
　

寺
田　

典
生
（
27
回　

数
学
）
富
士
市
立
高
校

　
　
　

野
原　

一
彦
（
27
回　

物
理
）
静
岡
東
高
校

　
　
　

白
根　

仁
昭
（
27
回　

英
語
）
吉
原
高
校

転
出　

岡
田　

浩
人
（
46
回　

地
歴
公
民
）
清
流
館
高
校

　
　
　

筒
井　

佑
二
（
47
回　

保
体
）
御
殿
場
南
高
校

転
入　

小
泉　

徳
秀
（
38
回　

物
理
）
沼
津
東
高
校

　
　
　

青
木　

俊
太
郎
（
56
回　

地
歴
公
民
）
富
士
宮
二
中

　

校
内
幹
事
は
、
現
在
十
八
名
で
す
。
校
内
事
務
の

取
り
ま
と
め
は
近
藤
成
文
（
29
回
）
が
行
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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科　　　　目 金　　額 備　　　　考
Ⅰ　事業活動収支の部
１　事業活動収入 ①入会金収入 1,649,500 全日制 ¥5,000×323 名　定時制 ¥1,500×23 名

②賛助金収入 2,234,000
③名簿売上収入 0
④バナー広告料 65,000
⑤各種代金収入 4,500 タックシール代金
⑥雑収入 78,487 定期・普通預金利息、3年生学年会計残金、寄付金(高37回生より¥75,986）

　事業活動収入計 4,031,487
２　事業活動支出 ①富友会奨学金支出 420,000 全日制 ¥50,000×6 名　定時制 ¥30,000×4 名

②部活動奨励金支出 400,000 団体 ¥100,000×3（女子ハンドボール、山岳女子、百人一首）
個人 ¥10,000×10（囲碁、新聞、写真、美術）・定時制（陸上、自転車、剣道、柔道）

③記念品代支出 243,600 卒業証書ｹｰｽ
④総会助成金支出 50,000
⑤会議費支出 184,685 常任幹事会、支部会祝儀、同窓会入会式
⑥通信費支出 19,774 切手・郵送代
⑦会誌印刷代支出 1,047,738 （株）サラト¥1,046,874＋振込手数料¥864
⑧会誌発行作業経費 2,234,000 （株）サラト
⑨慶弔費支出 29,440
⑩広告宣伝費 98,064 サーバー利用料 ¥97,200+ 振込手数料 ¥864
⑪教員餞別支出 103,000
⑫寄付金 10,000 グローバル人材育成基金（静岡県）
⑬雑費支出 9,180 卒業アルバム、事務用品、残高証明

　事業活動支出計 4,849,481
事業活動収支差額 ▲ 817,994
Ⅱ　投資活動収支の部
１　投資活動収入 0
２　投資活動支出 0
投資活動収支差額 0
Ⅲ　財務活動収支の部
１　財務活動収入 0
２　財務活動支出 0
財務活動収支差額 0
当期収支差額 ▲ 817,994
前期繰越収支差額 5,401,779
次期繰越収支差額 4,583,785

平成28年度　富友会　収支会計報告
一、収支計算書（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

収支計算書に対する注記
１資金の範囲　　�資金には、普通預金の他に未収入金を含めております。なお前期末及び当期末残高は、下記２に記載する

とおりであります。

２次期繰越収支差額の内訳� （単位　円）

科　　　　目 前期末残高 当期末残高
普通預金 5,401,779 4,583,785 
未収入金 0 0 
合計 5,401,779 4,583,785 
次期繰越収支差額 5,401,779 4,583,785 

平成28年度　富友会寄付年次別一覧　（平成29年３月31日現在、単位：千円）

総件数　1,103件　　　合計　2,251,000円

年次（中学） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
（5）

18
（4）19 20 21

寄　付 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 12 4 6 8 16 18 20 14
年次（高校） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

寄　付 14 34 57 34 66 52 81 44 64 86 64 76 48 64 38 40 44 42 46 62 68 42 55 46
年次（高校）25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48

寄　付 20 44 40 24 34 32 26 38 30 28 20 20 22 14 16 14 24 10 14 16 8 12 16 12
年次（高校）49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 定 一般 計

寄　付 4 8 2 12 6 8 8 14 12 10 12 10 4 10 20 18 18 30 28 46 62 2 2,251
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二、正味財産増減計算書（平成28年４月１日～平成29年３月31日）　
当　年　度 前　年　度 増　　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１　経常増減の部
　（１）経常収益 ①入会金 1,649,500 1,662,500 ▲ 13,000

②賛助金 2,234,000 2,055,548 178,452
③名簿売上収益 0 1,329,000 ▲ 1,329,000
④バナー広告料 65,000 0 65,000
⑤各種代金収入 4,500 3,000 1,500
⑥雑収入 78,487 24,415 54,072

　経常収益計 4,031,487 5,074,463 ▲ 1,042,976
　（２）経常費用 ①富友会奨学金 420,000 420,000 0

②部活動奨励金 400,000 260,000 140,000
③記念品代 243,600 245,000 ▲ 1,400
④総会助成金 50,000 50,000 0
⑤会議費 184,685 153,067 31,618
⑥通信費 19,774 16,694 3,080
⑦会誌印刷代 1,047,738 1,039,819 7,919
⑧会誌発行作業経費 2,234,000 2,055,548 178,452
⑨慶弔費 29,440 46,200 ▲ 16,760
⑩広告宣伝費 98,064 195,264 ▲ 97,200
⑪教員餞別 103,000 50,000 53,000
⑫寄付金 10,000 0 10,000
⑬雑費 9,180 9,215 ▲ 35

　経常費用計 4,849,481 4,540,807 308,674
当期経常増減額 ▲ 817,994 533,656 ▲ 1,351,650
２　経常外増減の部
　（１）経常外収益 0 0 0
　（２）経常外費用 0 0 0
当期一般正味財産増減額 ▲ 817,994 533,656 ▲ 1,351,650
一般正味財産期首残高 16,570,328 16,036,672 533,656
一般正味財産期末残高 15,752,334 16,570,328 ▲ 817,994
Ⅱ　指定正味財産 該当ありません
Ⅲ　正味財産期末残高 15,752,334 16,570,328 ▲ 817,994

四、平成27年度財産目録　平成29年３月31日現在� （単位　円）
項　　　　　　　　　　　目 金　　　額

① 普通預金

静岡銀行　　　富士支店　　　no.0270280 110,112 
スルガ銀行　　富士支店　　　no.255-038 28,640 
清水銀行　　　富士支店　　　no.2340097 210,916 
静岡信用金庫　吉原支店　　　no.0604563 1,535,184 
静岡信用金庫　吉原支店　　　no.0659429（100 周年記念準備通帳） 2,698,933 

合　計 4,583,785 
② 未収入金　　　　　　　　　　　　㈱サラトより未収入金 0

③ 定期預金（基金）

静岡銀行　　　富士支店　　　no.0089320 8,777,197 
スルガ銀行　　富士支店　　　no.9728795 1,273,555 
清水銀行　　　富士支店　　　no.2340097002 1,117,797 

合　計 11,168,549 
①＋②＋③　総　合　計 15,752,334 

上記の通り報告いたします 平成29年４月11日　　　　　会計幹事　　　青木　照明
　　　会計幹事　　　石井　敬子

三、平成28年度貸借対照表　平成29年３月31日現在� （単位　円）
資産の部 金　　額 正味財産の部 金　　額

（流動資産）・普通預金 1,884,852 １　指定正味財産 0 
　　　　　・未収入金 0 ２　一般正味財産 15,752,334 
　　　　　・普通預金
　　　　　　（100周年記念） 2,698,933 　 　

　　　　　・定期預金 11,168,549 
資産の部合計 15,752,334 正味財産の部合計 15,752,334 

監　　査　　報　　告　　書平成29年4月11 日
                                              　　 会　計　監　事　　黒　松　健太郎　印
                                              　　 会　計　監　事　　市　川　祐　司　印
１　私は、静岡県立富士高等学校「富友会」の平成28年4月1日から平成29年3月31日に至る会計年度の決算報告について、
　　次の事項を監査した。
　　　　　（イ）すべての財源及び使途   
　　　　　（ロ）年度末の経理状況が適正に表示されているか
２　この監査にあたって、私は、通常実施すべき監査手続きを実施した。
３  監査の結果、静岡県立富士高等学校「富友会」の会計処理は適正で、富友会会則に従って処理されており、また、平
成28年４月１日から平成29年３月31日に至る会計年度の決算報告書は「すべての財源及び使途」及び「年度末の経理の
状況」を適正に表示しているものと認める。� 　 以上のとおり報告いたします。
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編
集
後
記

河
　
合

　
重

　
三
（
高
８
回
）

　

今
年
正
月
に
は
、
学
校
で
、
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
研
究
の
校
友
故
戸
塚
洋
二
先
生

の
顕
彰
碑
の
建
立
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
校
友
の
皆
様
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
、
富
友
会
会
誌
第
七
〇
号
を
、

恒
例
に
よ
り
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

母
校
で
は
、
文
武
両
道
に
お
い
て
、

引
き
続
き
県
内
ト
ッ
プ
校
で
あ
る
そ
う

で
Ｏ
Ｂ
と
し
て
誠
に
痛
快
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
会
誌
の
発
行
に
あ
た
り
、
お
忙

し
い
な
か
を
原
稿
の
依
頼
・
寄
稿
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
校
友
の
皆
様
、
校

内
幹
事
を
は
じ
め
先
生
・
職
員
の
皆
様
、

印
刷
所
の
皆
様
、
そ
の
他
す
べ
て
の
関

係
者
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
輩
を
は
じ
め
校
友
の
お
ひ
と
り
お

一
人
の
、
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
、
富
士

の
麓
よ
り
遥
か
に
、
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

合計　1,103,000円

平成28年度　クラブ後援会賛助会費 （件数）

年次（中学） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
（5）

18
（4）19 20 21

寄　付 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 6 2 3 4 8 9 10 7

年次（高校） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

寄　付 6 17 25 17 33 26 37 22 32 43 29 38 24 32 19 20 19 21 23 26 34 21 24 23

年次（高校）25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48

寄　付 10 22 20 12 17 16 13 19 15 14 10 10 11 7 8 7 12 5 7 8 4 6 8 6

年次（高校）49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 定 一般 計

寄　付 2 4 1 6 3 4 4 7 6 5 6 5 2 5 10 9 9 15 14 23 31 1 1,103

「静岡県立富士高等学校 　からのお願い ク ラ ブ 後 援 会」
　富友会会員の皆様方におかれましては、ますます御健勝のことと存じます。日頃
から母校クラブ後援会に対し御支援、御協力をいただき、厚くお礼申し上げます。
　本校クラブ後援会は、施設設備の拡充、外部講師の費用、部活動の団体登録費、
教職員の大会引率旅費等の財源として大切に使わせていただいております。また、
東海大会以上の生徒旅費もこのクラブ後援会から支出しており、平成28年度は、
女子ハンドボール部、山岳部女子、百人一首部、囲碁部、新聞部、写真部、美術部、
また定時制では剣道部、柔道部、陸上部、自転車部が全国大会に出場しました。
山岳部女子は見事に全国優勝を果たしました。在校生諸君も先輩方の御好意に感
謝しつつ、期待に応えられるよう日々努力を続けております。
　母校のさらなる発展のため、今後とも御支援、御協力を賜りますようお願い申
し上げます。

平成29年7月吉日
富士高等学校クラブ後援会　会長　野澤　洋（高14回）
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